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序

有東遺跡 t~: ，‘静岡平野南東部の久能前進微高地に位置する跡生時代の拠点集落

のーっと考えられてし、ます。有東遺跡周辺には、国指定特別史跡登呂遺跡をは

小黒遺跡、鷹ノ道遺跡、汐入遺跡、曲金遺跡、豊田遺跡などが認められます。

これらの遺跡からは住居跡、墓、水田などが発見され、静岡平野における部生中

期から後期にかけての抗生時代遺跡群の中核の一つで、あったことが推定されます。

現地における調査は、第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査業務と

、日本道路公団静岡建設局(現中日本高速道路株式会社東京支社)の委託に

より、平成 9年 5月から平成 9年 7月にかけて実施しました。調査範囲から建物

一山う柱穴群。土坑群・滞状遺構を検出したため、空中写真測量を導入して迅

記録保存に配慮し、効率的な発掘調査を行うことができました。
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句、本蓄の作成:にあたって、中日本高速道路株式会社東京

、静岡県教育委員会等の関儲機関各[立、地元住民の方

カをいただきました。さらに、多くの方
，，_ J、
d、ソ
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財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長石田彰



一百例

L 本書は、静岡県静岡市富士見台 1了目に所在する有東遺跡の発掘調査報告書である。

20第ニ東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査は地区(市町村)単位で実施している。静岡市域

では本書が第2冊目であるため「第二東名高速道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書静岡市-

2Jとした。

1 調査は第二東名建設事業

公団静岡建設局)の委託

研究所が実施した。

第2章に明記した。

本調査:平成9年5月~平成9年 7用 足立)1直司、鈴木利明、

資料整理:平成 9年8月~平成10年 3月 伊藤祐啓、福手絵里

資料整理:平成21年12舟~平成22年3月 前嶋秀張

@報告書作成:平成22年 4)ヨ~平成田年 1月

う埋蔵文化財発掘調査として、中国本高速道路株式会社(!日日本道路

け、静岡県教育委員会の指導のもと、財団法人静岡県埋蔵文化財調査

と担当者は以下のとおりである。なお、調査体制は

?I喜子絵里

五味奈々子

ι本書の執筆は常勤嘱託員五味奈々守子が行った。

、右器石材については伊藤通玄氏(静岡大学名誉

などは文末に記載した。5，調査における

6，弥生土器については篠原稿!大氏

教授)の指導⑪助言をいた いた。

7.現地での基準点測量、空中写真撮影及び遺構調Il量の一部は株式会社アジヤマに委託した。

した。

ぴ保存処理、木製品の樹種間定は当研究所保容処理室が実施した。樹種同定

したプレパラート標本は財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所清水整理事務所が保管し

はすべて当研究所写真室杉山すず代

9.脆弱遺物の取り

ι本書で使用し

の

内容において本書と相違がある場合は本報告いる

ている。

10.調査の概要は、当研究所の一部で公開さ

書をもって訂正する。

11.本書の編集は財団法人静河県埋蔵文化財調査研究所があたった。

12.発掘調査の資料は、静両県教育委員会が保管している。
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SR:流路

2.本書で使用した遺構の表記は次のとおりである。

:遺構の種別 16 :遺跡内の遺構種別通し番号〉
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第 1章位置と環境

1 位置と地理的環境

有東遺跡は静岡平野南部の八幡山から南東方向に所在している。遺跡の範囲は南北約900m、東西約

750mの広い範囲に及び、海抜は 9m前後である。かつては水田と畑地の広がる地域であったが、近年の

都市化の中で工場・住宅等の密集する地域となっている(第 1図)。

静岡平野の西半部は安倍川扇状地が占めており、末端には多くの微高地が形成されている。平野の中

央部に存在する谷津山・八幡山・有東山等の孤立丘と、南北に延びる賎機山が扇状地の東方への拡大を

阻止している。平野の東部には低地が存在しており、その東側の有度山西麓には谷から押し出された礁

による小扇状地が形成されている。有東遺跡は、静岡平野の北西から南東にのびる久能街道微高地の東

端と、その東側の大谷一池田低地の商縁部に立地している。

遺跡周辺の地質を見ると(第 2図)、安倍川左岸の扇状地本体部は砂喋層 (A6)であり、末端の微高

地とその周辺では淀砂喋互層 (A4)が見られる。大谷一池田低地では泥層 (A2)・泥がち砂泥磯互層

(A3)が主体となっている。微高地では安倍川扇状地からの水流によって運ばれた礁の堆積が盛んで、あ

るのに対して低地では泥層の中に微高地側からの砂の流入が見られることから、微高地は安倍川によっ

て形成された自然堤防群であり、低地はその後背湿地に相当すると見られている。これらの微高地と後

背湿地からなる地形は縄文時代後期には成立していたことが明らかになっており(加藤 1983)、弥生時

代中期にはこれらの微高地上に集落が形成され始め、その周辺の湿地帯には水田が営まれている。こう

した遺跡周辺の地形景観は、弥生時代中期から古墳時代前期までにはほぼ共通しており、その後は安倍

川・藁科川がもたらした自然堆積物や、人為的にもたらされた造成土により微高地と低地の差が縮まり、

現在では総体的に変化の少ない地形を成すようになったと考えられている。

第 1図遺跡位置図
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2 歴史的環境と調査歴

(1 )歴史的環境

静岡平野周辺では、縄文時代中期以降に遺跡が把握されるようになり、郵生時代中期以降に平野部へ

の進出が本格的に始まる。ここでは旧石器時代から古墳時代までの静岡平野周辺の主な遺跡の概要につ

いて述べる(第3図・第 1表)。

旧石器~縄文時代 静岡平野周辺の旧石器時代の資料は非常に少なく、有度山西麓の宮川遺跡 (37)か

らナイフ形石器の出土が確認されている程度である。本格的な遺跡の形成は縄文時代中期以捧に始まり、

有度山西麓に井庄段遺跡 (40)、上ノ山遺跡 (42)が所在しており、住居跡等が確認されている。また、

大谷川澗口付近の元宮川神明原遺跡 (26)では、縄文時代後期~晩期にかけての狩猟・漁労具の出土が

確認されている。

弥生時代 中期初頭には安倍川西岸の丘陵上に遺跡が点在するようになり、 JII合遺跡 (57)、元宮川神明

原遺跡 (26)、瀬名遺跡 (59)等平野部の遺跡でも少量の土器が出土している。中期中葉には平野部への

進出が本格的に始まり、有東遺跡(1)、豊田遺跡(13)、Jrl合遺跡 (57)、瀬名川遺跡 (60)等の遺跡に

おいて住居跡や方形周溝墓等が構築され、瀬名遺跡 (59)では水田も形成されるようになる。中期後半

になると遺跡数が増加し、有東遺跡 (1)、駿府城内遺跡 (68)、JII合遺跡 (57)等の遺跡で集落とそれに

近接する方形周溝墓が確認されている。そのほかにも鷹ノ道遺跡 (3)、瀬名遺跡 (59)等で方形周溝墓

が構築されており、宮川遺跡 (37)では丘陵上に土坑墓が確認されている。また、瀬名遺跡 (59)、瀬名

川遺跡 (60)では水田遺構が確認されている。

弥生時代後期には遺跡数および範囲が急速に広がり、水田域の拡大が見られる。有東遺跡 (1)、駿府

城内遺跡 (68)、川合遺跡 (57)等の遺跡において集落が継続して営まれており、中期に墓域や居住域と

なっていた部分の多くが、後期には水田として利用されている。また、登呂遺跡 (2)や鷹ノ道遺跡 (3)

等の遺跡において居住域が成立し、水田と居住域が連続して検出されるようになる。そのほか、瀬名遺

跡 (59)、瀬名川遺跡 (60)等の遺跡において広範囲に広がる水田が確認されている。海岸低地部には下

島遺跡 (24)、汐入遺跡 (25)、有度山西麓には上ノ山遺跡 (42)、宮川遺跡 (37)等の集落が見られるよ

うになる。また、弥生時代後期に成立するその他の遺跡として、小黒遺跡(14)、元宮川神明原遺跡 (26)、

曲金A遺跡 (9)、豊田遺跡(13)、有明遺跡 (17)等が挙げられる。弥生時代後期に成立するこれらの遺

跡は古墳時代前期まで継続するものが多く、微高地に居住域または墓域、低地には水田域が形成される

状況が続いている。

古墳時代 静岡平野周辺の丘陵部や谷、津山・八幡山等の孤立丘上に多くの古墳が築造されるようになる。

平野中央部の谷津山丘援上に所在する谷津山古墳群 (69)内の谷津山 1号墳(柚木山神古墳)は前期中

頃の前方後円墳であり、 4世紀後半の築造と考えられている。古墳時代中期になると、平野を間む丘陵

に散在的に地較的有力な古墳が築造される。巴川上流の瀬名丘陵上では瀬名古墳群 (62)が造られる。

古墳時代後期には群集墳が爆発的に増加し、有度山西麓の小鹿古墳群 (31)等に代表されるように、丘

陵の奥地まで小規模古墳が密集して分布するようになる。

居住域としては、豊田遺跡(13)、登呂遺跡 (2)、上ノ山遺跡 (42)等が菰生時代後期から古墳前期ま

で継続する。また、小黒遺跡 (14)、駿府城内遺跡 (68)、川合遺跡 (57)、鷹ノ道遺跡 (3)、元宮川神明

原遺跡 (26)等の集落が断続的に古墳時代金般に渡って続いている。
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第 1表周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 時 代 遺構・遺物 番号 遺跡名 時 代 遺構・遺物

1有東遺跡 弥生(中・後)、中世 住居跡・水田跡・方形周溝墓 38宮川古墳群 古墳(後) 横穴式石室、家形・組合箱形石棺

2登呂遺跡 郵生(後)、古墳 住居跡・高床式倉庫跡、弥生土器 39清泉寺窪瓦窯跡 古代 寓窯・平窯、瓦

3鷹ノ道遺跡 総生(中・後)、古墳 水田跡・方形周溝慕 40井庄段遺跡 縄文、弥生 住居跡、磨製石斧・縄文土器

4南消防署内遺跡 弥生、古墳 水田跡、土器片・田下駄・矢板 41 井庄段古墳群 古墳(後) 横穴式石室、埴輪・須恵器・勾玉

5中野橋下遺跡 弥生(後) 弥生土器・礎板 42 上ノ山遺跡 縄文~古墳 住居跡・高床式倉庫跡・周溝墓

6天神森遺跡 古墳 土師器 43 上ノ山古墳群 古墳(後) 横穴式石室・須恵器・大刀・勾玉

7曲金北遺跡 弥生(中)-古代 水田跡・古代東海道 44 東大谷古墳群 古墳(後) 横穴式石室

8曲金B遺跡 古墳、古代 住居跡・井戸跡、土師器・須恵器 45 伊庄谷横穴群 古墳(後) 丸玉・鉄鍍・須恵器・土師器・轡

9曲金A遺跡 弥生、古墳 弥生土器・土師器 46 マノレヅyコウ遺跡 古墳 横穴式石室

10小鹿杉本堀合坪遺跡 平安 井戸跡・水田跡 47 時ヶ谷遺跡 縄文(早)、弥生 縄文土器・石錐・打製石斧・石嫉

11小鹿蟹田堀合坪遺跡 平安~中世 水閏跡 48 唐瀬古墳群 古墳(後) 横穴式石室、玉類・須恵器

12三菱工場内遺跡 古墳、古代 土師器・須恵器 49 池ケ谷古墳 古墳(後) 横穴式石室

13豊田遺跡 弥生、古墳 住居跡・溝、弥生土器・土師器 50 池ケ谷遺跡 弥生(後)-近世 水田跡

14 小泉遺跡 弥生(末)、古墳(初)住居跡・高床式倉庫跡、拍:生土器 51 岳美遺跡 平安 水田跡

15 八幡山古墳群 古墳(後) 横穴式石室 52 永ヶ島遺跡 調:生、平安 水田跡

16 八幡山城跡 中世 曲輪跡・堀・土塁・塁段・堀切 53 上土遺跡 弥生、平安、中近世 水田跡

17 有明遺跡 弥生(後) 弥生土器 54 南沼上古墳群 古墳 土師器

18 有東砦跡 中世 曲輪跡・土塁・塁段 55 内荒遺跡 奈良~平安、近世 擁立柱建物・水閏跡、鋼印

19 八幡5丁目遺跡 古墳 土師器・板材 56 }II合八反田遺跡 古墳~平安、中近世 住居跡・水田跡、木製品

20 女子商校遺跡 弥生(後) 暖畔、弥生土器 57 JII合遺跡 弥生(中)-近世 住居跡・水間跡・方形周溝墓

21 稲川遺跡 古代 土師器・須恵器・灰紬陶器 58 宮下遺跡 奈良~平安、近世 住居跡・水田跡・壊磯土坑群

22 ケイセイ遺跡 古代 土師器・須恵器 59 瀬名遺跡 弥生(中)-近世 水田跡・方形周溝墓

23 水洗遺跡 古墳(前) 土師器・磁石 60 瀬名川遺跡 弥生(中~後)、中世 水田跡、弥生土器・木製品・石器

24 下島遺跡 調:生、古墳 弥生土器・土銅器 61 東下遺跡 古墳 土師器・須恵器

25 汐入遺跡 弥生、古墳、中世 住居跡・高床式倉庫跡、弥生土器 62 瀬名古墳群 古墳 前方後円墳・円墳・木炭榔・大万

26 元宮}II神明原遺跡 縄文~中世 住居跡・高床式倉庫跡、祭紀遺物 63 大在家遺跡 古墳 土師器

27 吉ノ口坪遺跡 弥生 弛:生土器 64 賎機山古墳群 古墳(後) 横穴式石室、家形石棺

28 道下遺跡 弥生 弥生土器・磨製石斧 65 静岡高校々地内遺跡 弥生 弥生土器

29 栗原遺跡 弥生 弥生土器 66 商千代田遺跡 弥生(後) 弥生土器・矢板等・木製品

30 池間丸山古墳 古墳(後) 67 駿府城跡 中世~近世 石垣・水堀、陶磁器・土師器

31 小鹿古墳群 古墳 横穴式石室 68 駿府城内遺跡 弥生(中)-古代 住居跡・溝、弥生土器・土師器

32 堀ノ内B遺跡 弥生 弥生土器 69 谷津山古墳群 古墳(前・中・後) 前方後円墳・竪穴式石室・円墳

33 静間大学校内古墳群 古墳 横穴式石室・組合箱形石橋 70 千代田遺跡 弥生(後) 弥生土器

34 片山遺跡 強:生(後)、古墳、近世 溝、弥生土器・石錐・土師器 71 井上邸古墳 古墳(後) 横穴式石室、耳環・須恵器

35 片山廃寺跡 古代 金堂・講堂、瓦・須恵器・土締器 72 茶臼山遺跡 古墳(後) 大万・玉類・須恵器

36 白山神社(山神)古墳 古墳 横穴式石家 73 柚木瓦窯跡 古代 平瓦

37 宮JII(小段)遺跡 旧石器~古代、近世 土坑・円形周溝墓、ナイフ形石器
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民跡が検出された。小穴はほぼ全域で検出されており、柱根及び礎板を伴うものが多く見られた。また、
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る。また、水田耕作土を除去した基盤面状に疑似畦畔が検出されている。

第4図調査地点位置図
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第2章調査の方法と経過

1 調査の体制

側静岡県埋蔵文化財調査研究所では、第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査にあたり、日本道

路公団静岡建設局各工事事務所の管轄に合わせ、工区を設定し調査にあたることとした。静岡工区(静

岡市・藤枝市・島田市)のうちの静岡市西部地区(静岡市葵区・駿河区)の確認調査及び本調査は平成

9 """15年度に実施しており、その体制は第3表のとおりである。

今回の調査対象地は第二東名の建設事業に伴う本線の代替地として選ばれ、有東遺跡の範囲内に含ま

れることから、日本道路公団と静岡県教育委員会がその取り扱いについて協議を行い、制静岡県埋蔵文

化財調査研究所によって本調査が実施されることになった。

2 発掘調査の方法と経過

本調査は平成9年5月21日から 7月23日までの約2ヶ月間実施しており、調査対象面積は約661niであ

る。調査に先立つ準備作業として、 5月中旬からコンテナハウス及びフェンスの設置、物品搬入を行っ

た。 5月21日から 2日間にわたって重機を用いた表土除去を実施し、同時に調査区北東部分に集水マス

を設置した。その後、業者による基準杭設定、方位杭設定を行い、調査対象範囲に平行・直行する10m

方眼のグリッドを任意に設定し、南東から北西方向にA，....，D、南西から北東方向に 1，....， 2のグリッド番

号を付した(第 5図)。

5月下旬から排土用ベルトコンベアーを搬入して人力掘削を開始し、遺構面の検出を行った。暗灰色

粘土層(第 1面)の掘削を行い、水田土壌であることを確認したが、これに伴う畦畔等の遺構は検出さ

れなかった。続いて黒色粘土層(第2面)の精査を行い、 6月中旬までに北側黒色粘土層・寓側極暗褐

f、
h h、

<6 齢、為、
〆

h 
キ

s:> qコヘ<6 h、為、
〆/; 

キ

dbk¥、 fや
ぷつ7_ .~吾
受~ '()ト7

九三%
-4 4 。

第5図 グリッド配置図
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10m 



色砂質土層の遺構面を検出し、図面作成を行ったc6舟j下匂から第 2面の遺構掘り下げを開始し、遺構

図冨作成、土層断面図作成、土層断面写真撮影、遺構面写真撮影を行った。 7月中旬にベルトコンペアー

の7芝去に ?ア 7 Ji 22目。 23日に埋め戻しを実施して調査 した。

については、遺構内出土遺物は遺構ごとに取り上げ、遺構外出土遺物はグリヅドごとに取り

上げた。また、写真撮影はら x7判モノクロ@カラーリパーサノレと35阻判のカラーネガ u モノクロフィ

ルム幸子イ帯雨し、全体写真撮影@空中写真撮影は委託により実施し

11-



3 資料整理 と経過

第二東名建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査について を優先するという

ることとなった。そこで@これ

，写真整理⑥図面整理)

ら、

理@報告書作成は多く し

礎的整理作業 (遺物抗持。注記⑩接合・複元@

る基

と並行し

て実施し、本J格的な整理作業と報告書の作成に備えた。

静岡工区静岡市西部地区の資料整理は、平成15年度末時点で現地調査がほぼ終了したことから、

16年度から部分的に開始した。有東遺跡の資料整理は平成21年12月から中原整理事務所で行い、

真整理、遺構図版組@トレース、観察表作成を実施した。平成22年度には遺物写真撮影、 i宝物実測図修

正@版組 e トレース これらを*層集して報告書

ラーリ /τ--Jtノ1/.モ/タロブイ ;tノム、 6x 7 

所写真室で撮影を行った。また、木製品

は4x 5半uえ7
@モ/タロブイ Jlノムを用いて、

樹種同定については当研究所保存処理室で実施し

4 基本土層

調査区 は、東壁土層 とした。厚さ 第 l層~第11層
市吋
}
A
い 見られる 6図)。各土層の特徴は次の通りである。

第 1層青灰色粘土層。

2層 黒色泥炭質粘土j冨。厚さ約 3-4ClI日。

3層 暗灰色粘土層。厚さ約 9~lOcmo 調査区南側 まで広がっている。

4層 黒色粘土層。厚さ約調査区南側の微高地部分まで、広がっている。

5層 によい黄褐色砂)言。}享さ約糧色の小さ

第6層 黒色泥炭質砂層(無遺物層)。約厚さ 3cm。

第7層 明黄褐色砂層。厚さ利llcm。

第8層黒褐色砂層。

第9層 極暗褐色砂質土/層菅O 第4層に続いて、調査区南{側目則4の微高地部分から南伊

第1叩O層 灰色砂砂、質粘土層〈黄樟色粘土ブプ、1ロコヅ夕を含む〉λO基盤層でで、ありk、遺物は出土Lし〆ていない。

第11層灰色砂層

このうち、第 l層。第 2層はいずれも古:噴時代以降の水田耕作土であり、第 3層は生時代後期~古

墳時代前期の水田耕作土と見られる。第4層及び第 9層からは弥生時代中期中葉~後葉の土器が出土し

ており、掘立柱建物、溝状遺構、土坑、流路、柱穴等の遺構が検出されている。第5層~第8層は調査

プロッタを含む。

E北側で見ら (SROl 0 の堆積土層である。

なお、南壁土層においては、第 2層が東壁土層第 1一層、第 3層が東壁土層第 9層に対応じている。

12 
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盛土
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一十 戸一一-1
一寸ミベ τ-f二フ 11 十

盛土

SK01 
11 

東壁土層図

A' 
9.10m 

1青灰色粘土(黄櫨色粘土含む)

2黒色泥炭質粘土

3暗灰色粘土

4黒色粘土

5にぶい黄褐色砂

6黒色泥炭質砂

7明黄褐色砂

8黒褐色砂

9極暗褐色砂質土

10灰色砂質粘土(黄櫨色粘土ブロック含む)

11灰色砂

盛土

南壁土層図

第6図基本土層圏

13 

/ 

1貧灰色粘土

2青灰色粘土

3極陪褐色砂質土

4黄櫨色粘土

5賞様褐色粘土

6灰色粘土

。 2m 



構3事椀出j間帯

第 1面

第 1面目:調査区北側から

3 

まで続いており、

4層@第 9層一;二百)

による を受けていることから水田土

畦畔等の区画 きなかったc 第2面で

十書、

ていることから、

向葉~後葉の土器が集中して出土し

中葉~後葉に属すると考えられ、そのヒ層

1面

につい

1 

あること される。以下、第 2面で7食出された遺構

フ。

::措8図~滞日図)

中央部、北西部に していることから、 がくり返
旬1'!'、
ι 

可能性が高いと ら として きるものは 5

として確認されきており、ここで もl間)<1問

ているc

8図)

C2 リッ d いる。 は長方形を呈しており、 は東西方向を向いている。

は1.27mである。柱穴の平面形状はPl~-P3 を呈しており、 P4 が

ある。柱穴底面の標高は8. 39mである。

B 

Clグリッド北部からD1グリッ、東部にかけて検出されている。建物平面

は北西一南東方向を向いている。桁行はL'75m、梁行はL45mである。

を呈しており、主

はPl~P3のみが検出さ

ており、 P4に相当する柱穴は未確認である。柱穴の平面形状はPl--

形である。柱穴底面の標高は8.59m ~8. 65mで、ある。

を呈しており、 P3が円

$呂田(第8国)

D1グリヅド西部で検出されている。建物平面は長方形を呈しており、主軸は北西一南東方向を向いて

いる。桁行は1.46m、梁行はL09mである。柱、穴はPl~P3のみが検出されており、 P4に相当する柱穴は

る。柱穴の平面形状はPlが隅丸方形、 P2'--P3が円形である。柱穴底面の標高は8.75m~~8 ， 30m 

である o

(鋪9

いる。桁行はL

f覚苦しによっ

る。 P2から

5B05 (第9

されている。建物平面は長方形を呈しており、主軸は南西一北東方向を向いて

梁行はし 53mである。柱穴はPl-~P3のみが検出されており、 P41こ相当する柱穴は

られているため検出できなかった。柱穴の平面形状は P3が円形、 で、あ

が出土している。柱穴底面の標高は8.'l3m~~8. のる。

いる。建物平面 しており、主軸は南南西北北東方向を向

いている。桁行は1.12m、梁行はL る。柱穴はPl~.P3のみ されており、 P41こ相当する

はいずれも不定形である。はSROl⑨ 02によって切られているた できなかっ

1~:8. 54m ~d8. 61mで、ある。

14 
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4 
_>庸一一一-~~ニー…-…一、一

( ):現存
桁行

規模(cm)

番号 長径 短径 世M 邑、久c 
子図形状

Pl 楕円形 8.89 

P2 32 22 25 楕円形 8，84 
1.51 1.27 

楕円形P3 22 17 27 8.81 

P4 (40) 不定形| 8.83 

Pl 48 34 30 情円形 8園60

1.75 1.45 P2 26 20 36 楕円形 8.59 

P3 23 21 25 |円 8.65 

Pl 32 25 21 ( 隅丸方形 8:19 

SB03 0-1 1.46 1.09 P2 26 22 21 円 形 | 8.80 
卜一一一

I P3 円 形 8，75 

?l|281  2ら 27 円 形 i 8.78 

D-l 1.82 1.53 36 18 不定形 8.80 

P3 40 I 38 31 円 形 8園73

Pl 35 30 30 不定形 8.5，4 

D-2 P2 37 34 30 小定形 8.61 

P3 41 34 29 不定形 8.61 

2 1帯状よ量購( :第10図~第図⑩鱒25関)

溝状遺構は合計で20基が確認されている。 SDOl0 02 0 09 

は溝状遺構として分類している。

5D01⑪ 02 (錨10図)

いずれも B2グリッド東部で検出されている。 SD01は北北西一南南東方向に延びており、南南東から

北北西にかけて幅が広くなっている。検出長は209cmで、あり、検出幅は45-108cmである。?藷の探さは16

り、底面はほぼ平坦である。 S})01の覆土間;極暗褐色砂質土層で、あり、 SDOlの内部から

出されている。 SD02の覆土は黄褐色、青灰色粘土プロックを含む極暗褐色砂質土層である。

(鋪10図〉

を成している 生》 ここで、

A2グリッド西部で検出さ おり、南北方向に延びている。検出長 検出I揺はlOcmで、ある。構

おり、布掘りの跡にの底面は平坦で、あり、深さは 6cmである。内部には 4基の小穴が溝に沿って

した状態が観察される。遺構の覆土は極暗褐色砂質土層である。

3口04(第10困)

B2グリヅド南部で検出されている。

て見られる。北側にはSD05が接している。検出長

くはU宇状に掘り込まれており、探さは 9cmであるo

s日開(第Hl図)

B2グリッド南部で検出されている。 SD04の北側に接して南北方向に延びており、

に屈曲している。検出長は66cm、検出i隔はlOcmであり、断固は逆台形を呈している。

あり、東側及び西側

i揺は12cmで、ある。断固

っ

し

牛酢

vも

と「古
J
仇

り、

SD04よりもやや浅い講であるo

s口06(第Hl園)

B2グリッド南西部で検出されている。調査区西壁から

曲している。検出長は40cm、検出幅は16~~2j:cmである。底面

している。

おり、
〉同

七3

であり、深さは10cmである。

- 18 
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第t?図 SDHi' '1 I 

S[)J01 

232 ている。

している。cm 

おり、北部1でお

はSD12とSD08とj委しているc また、

切ノ

Q 
三:C
d、 さは 9Clll 

ノス t.，' 
である。
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2黒色泥炭主主砂

3 B音灰色粘土

4~色粘土
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北西側ではSDl1、

る。講の底面は平担
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ら し

ていたと

邸主土器(l

、回

7Jミ tコ

、鼓右 B、

22)、砥石

流木を含めのほ

が出土している。

リッド中央部で検出さ

おに北西一南東方向に延びてい

る。 3基の土坑が重なり合っ

して;おり、

南東側において深くなっている。

る。断面はボー

ており、 i架さは24cmである。北側

ではSD08に接しており、南側で

:31(08 からは

が出土してい

.bo 

説日10(難f1

されてお

北東側て沼Dllと

いる。

よもちらにお;守く fJITi1)人，j:';!Tてし、

は平坦であり、村~[出:畏は

さは

9 

51口~ 1 

、，
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さ お

、
ハ
け
ノ

おり、南南西一北北
日， 
ぢ〉

している。 南西側で8D10
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して いるの

九日吋 1，、丸 山
い… wc，_
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は87"'".' lG.3cぼである y 当t:さは22CliJであり、は

- 23 

、ている。

は;M'- りiふまれてし uる。



/ 

B B' 

ーーー..L主9.10m

。 1m 

第16閲 S020、SK20平面・断面図

遺構の覆土として、黒色粘土層、灰色粘土層、黒色砂質粘土層が堆積している。遺構内からは弥生土器

(15~16) が出土している。また、内部から複数の木製品が折り重なって出土している状況が確認されて

いる。

5014 (第25図)

D1グリッド中央部で検出されている。 SR01の南西側に接しており、西南西一東北東方向に延びてい

る。検出長は218cm、検出幅は74cm、深さは26cmであり、断面は平坦に掘り込まれている。遺構内の覆土

にはによい黄褐色砂層が含まれる。内部から枝つきの流木が見つかっており、弥生土器 (17~90)、敵石

(7)、砥石 (47)、石錘(103)が出土している。

5015・16(第14函)

いずれも D2グリッド西部で検出されており、南東側でSR01に接している。北西一南東方向に併行し

て並んでおり、調査区北壁付近で連結して一本の溝になっている。 SD15の検出長は122cm、検出幅は14

cm、深さは 3cmで、あり、 SD16の検出長は150cm、検出幅は24cm、深さは 3cmで、ある。

5017 (第14図)

D1グリッド北部で検出されており、北西一南東方向に延びている。北西側は調査区北壁に接している。

検出長は188cm、検出幅は30cm、深さは 4cmであり、底面は平坦に掘り込まれている。溝の中心部分で小

穴が検出されている。

5018 (第15図)

B2グリッドオ時防当らC2グリッド東部にかけて検出されており、北西から南東方向に向かつて弧を描い

ている。検出長は392cm、検出幅は16cm、深さは10佃であり、断面はV字形に掘り込まれている。北西側

でSKllと連結している。

5019 (第14図)

C2グリッド西部で検出されている。北西一南東方向に延びており、南東側で東に屈曲してSK27に接

- 24 



第5表溝状遺構一覧

遺構番号 グリッド 検出長(cm) 検出幅(cm) 深さ (cm)

SD01 
B-2 209 45~108 16 

SD02 

SD03 A-2 66 10 6 

SD04 B-2 310 12 9 

SD05 B-2 66 10 4 

SD06 B-2 40 16~24 10 

SD07 B-2 128 22 9 

SD08 B-2 580 264 28 

SD09 B-2 172 80 24 

SD10 B-2 124 1O~36 9 

SDll B-2 294 16~134 6 

SD12 B-2 14 8 2 

SD13 C-1 120 87~108 22 

SD14 D-1 218 74 26 

SD15 D-2 122 14 3 

SD16 D-2 150 24 3 

SD17 D-1 188 30 4 

SD18 B-2・C-2 392 16 10 

SD19 C-2 234 16~50 2 

SD20 C-2 160 1O~40 4 

している。検出長は234cm、検出幅は16~50cm、深さは 2 cmであり、底面は平坦である。溝の周聞には数

基の小穴が見られる。

S020 (第16図)

C2グリッド北部で検出されている。ほぽ東西方向に延びており、 SK20の北側に連結して調査区東壁ま

で続いている。検出長は160cm、検出幅は10~40cm、深さは 4 cmで、ある。

3 土坑 (SK:第17図~第24図)

土坑は33基検出されている。

SK01 (第17図)

A2グリッド北部からB2グリッド東部にかけて検出されており、平面は楕円形を呈している。北西 南

東方向に掘り込まれて調査区東壁に接しており、東壁より南東部分は調査区外のため未確認でbある。土

坑断面は鍋底状に掘り込まれており、底部からは灰白色粘土ブロックを含む暗褐色粘土が検出されてい

る。遺構覆土上層の樫暗褐色砂質土層は炭化物や灰を含んでいる。検出長は147cm、検出幅は89cm、深さ

は31cmで、ある。

SK02 (第17図)

A2グリッド北西部の調査区南壁付近で検出されており、平面は楕円形を畏している。南北方向に撮り

込まれ、土坑断面は血状になっている。検出長は88cm、検出幅は50cm、深さはllcmである。

SK03 (第17図)

B2グリッド南西部の調査区西壁沿いで検出されており、平面は楕円形を塁している。北北西一南南東

方向に掘り込まれており、底面は平埋である。遺構の南西部分は調査区外のため未確認である。検出長

は88cm、検出幅は42cmで、ある。

- 25 
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鱒H図)

リッド南西部で検出さ

ており、北西側でSD08に接して

いる。検出長1;l:46cm、検出幅は

14cmである。

51<05 (錆17国)

リッド西部で検出されて

いる。平面は円形を呈しており、

と接している。

F邑 検出幅

は2cmて?ある o

SK06(第H図〉

リッド西部カミらC2グリッ

ド南部にかけて検出されている。

平面は楕円形を呈しており、西

と接している。検出長

検出Ijl雇は判明、探さは

5 cmである。

(第Hl困)

リッド きD

(第18園)

リッド南部の調査区西壁付近で検出されている。平面はいびつな楕円形であり、長軸は北西 南

東方向を向いているc 検出長は90cm、検出帽は48cmである。断面は鍋底状に掘り込まれており、探さは

38cmで、ある。号車生土器 (92)が出土している。
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132 

81~D 

リヅド Fι「
A
」

46cmである。

が出土している。

o (第18囲〉

C2グリッド南東部で検出さ

れている。平面は楕円形を呈

しており、南西北東方向に

掘り込まれている。検出長74

cm、検出幅44cm、j深さ10cmで、

ある。底面は皿状に掘り込ま

れている。

SI<11 

リッド東部で検出さ

ている。平面 を呈し

ており、ほぽ南北方向に掘り

まれて三:ft東fl'!UでSD18に接し

ザぐし、る。

り、底面

し、る。

底部から されて

いる。

カf

いる。

ヨ〈鱗日間)

リヅド

ている。平面、はい

しており、南西一一北東

り32ちま

さは26cmであり、

お iL

であり、

が出土している。

さは33cmであり、断面 士。、

..}町内

.."C) ノ、
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1青灰色粘土
2黛色泥炭質砂
3暗灰色粘土
4黒色粘土(砂質)
5にぶい黄褐色粘土
6黒色粘土(腐植質含む)

o 1m 
戸

第22図 SK27・28平商・断面図

SK15 (第18図)

D2グリッド西部の調査区北壁付近から検出されてい

る。平面は円形に近い楕円形である。検出長は38倒、

検出幅は24cm、深さは12cmであり、底面は平坦に掘り

込まれている。

SK16 (第18図)

Dlグリッド北部で検出されている。平面は不定形で

あり、南西側でSK18に接している。検出長は20cm、検

出幅は16cm、深さは17cmであり、断面はU字形である。

SK17 (第18図)

D1グリッド北部の調査区北壁付近から検出されてい

る。平面は楕円形を呈しており、南西一北東方向に掘

り込まれている。検出長28cm、検出幅10cm、深さ 2cm 

であり、南東側には小穴が接している。

SK18 (第18図)

D1グリッド北部で検出されている。平面はいびつな

楕円形であり、北東側にSK16が接している。検出長は

46cm、検出幅は30cm、深さは25cmである。断面は逆台

形を呈している。

SK19 (第19留)

B2グリッド北部で検出されている。平面はいびつな楕円形であり、南西側にSD08が接している。検

出長は334cm、検出幅は224cm、深さは23cmであり、底面は平坦に掘り込まれている。土坑内部では木片

が腐って堆積している状況が確認されている。砥石 (33、42)、鍬の未製品 (5)が出土している。

SK20 (第16図)

C2グリッド北部で検出されており、平面は不定形である、南南西から北北東に向かつて次第に幅が狭

くなり、調査区東壁付近でSD20と連結する。検出長は190cm、検出幅は110cm、深さは13cmである。底面

は北西から南東方向に向かつて緩く傾斜している。

SK21 (第20図)

C2グリッド北東部で検出されている。平面は不定形であり、北西一南東方向に掘り込まれて調査区東

壁に接しており、北西側で、はSK23に接している。検出長は294cm、検出幅は106cm、深さは28cmで、あり、

底面は平坦に掘り込まれている。遺構内からは弥生土器 (97~99) が出土している。

SK22 (第21図)

C2グリッド中央部で検出されている。平面は楕円形であり、南西一北東方向に掘り込まれている。検

出長は64cm、検出幅は36cm、深さは15cmである。底部は平坦に掘り込まれている。

SK23 (第20図)

C2グリッド北東部で検出されている。平面は不定形であり、北西一南東方向に掘り込まれて調査区東

壁に接している。南東側ではSK21に接している。検出長は204cm、検出幅は132cmである。遺構内からは

町、生土器(lOO~105) が出土している。

SK24 (第21図)

D1グリッド西部で検出されており、平面は円形を呈している。検出長は52cm、検出幅は46也、深さは

21cmであり、断面は逆台形を呈している。 SB03の柱穴として機能していたと考えられる。
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第23闘 51<290 30・32平面⑪断西国

(第21図)

D2グリッド南西部で検出されている。 SR02の内部を掘り込んでおり、平面は不定形である。検出長は

189α曲、検出幅は173cm、深さは35cmである。底面は平坦に掘り込まれており、南西側では垂直

で掘り込まれているのに対し、北東側で かに立ち上がる。弥生土器、.107)、

未製品を始めとした木製品 (30 14)が出土している。

81¥26 (第21闘)

，鍬の

リヅド東部で検出されており、平面の形状は隅丸長方形である。北西 南東方向に掘り込まれて
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A' 

おり、南側及び東側で小穴が確認され

ている。検出長は230cm、検出幅は70cm

である。遺構内からは弥生土器 (108)

が出土している。

SK27 (第22図)

C2グリッド中央部で検出されている。

調査区西壁に接しており、平面は円形

を呈している。南東側ではSK28、北西

側で、はSD19に接している。検出長は78

cm、検出幅は58cmである。遺構内から

は弥生土器(l09~111) が出土してい

/
 

る。

A A' 

SK28 (第22函)

C2グリッド中央部で検出されており、

調査区西壁に接している。平面は不定

形であり、北西側でSK27と連結してい

る。検出長は225cm、検出幅は180cm、

深さは32cmで、あり、断面は皿状に掘り

込まれている。遺構内からは弥生土器

(112~124)、砥石 (31)、肩平片刃石斧

(67・71)、打製刃器 (95)が出土して

8.90m 

。 1m 

一ーー」担、一ー
多一一-

4二二二ニ

いる。

SK29 (第23圏)

D1グリッド北東部から検出されてお

り、平面は不定形である。 SR01の底部

から検出されており、南側でSK32に接している。検出長は166cm、検出幅は117cm、深さは35cmであり、

断面は皿状に掘り込まれている。跡生土器(l25~127)、砥石 (32)、鍬未製品 (1) が出土している。

SK30 (第23図)

D2グリッド南部で検出されている。平面はいびつな楕円形であり、ほぽ南北方向に掘り込まれている。

SR01の底部から検出されており、土坑の北側に小穴を伴っている。検出長は113cm、検出幅は88cm、深

第24図 SK33平面・断面図

さは23cmであり、底面は皿状に掘り込まれている。

SK31 (第14図)

D2グリッド西部で検出されており、平面は不定形である。検出長52叩、検出幅26cmで、ある。

SK32 (第23図)

D1グリッド北東部で検出されており、平面は不定形である。 SR01底部から検出されており、 SK29の

南側に接している。検出長は166cm、検出幅は129cm、深さは30cmであり、断面は血状に掘り込まれてい

る。遺構内から木製品 (8~13) が複数出土している。

SK33 (第24図)

D2グリッド北東部で検出されている。平面は楕円形であり、北西一南東方向に掘り込まれている。検

出長は230cm、検出幅は116cmで、ある。
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6重量 土坑一覧

遺構番号 グリッド 長事由(叫 ( ):現存|短軸 ( ):現存| 深刻平「寸
8K01 A-2・B-2

8K02 A-2 88 50 11 

8K03 B~2 

SK04 B-2 (14) 

SK05 B-2 34 2 

8K06 B-2 ~C-2 63 (48) 5 

5K07 -2 2:1 H 

SK08 B-2 148 H6 28 

5K09 C~- 2 90 48 38 

SKlO C-2 74 44 lO 

SK11 C-2 196 50 30 

8I02 C-2 118 40 26 

8K13 B-2 48 32 33 

SK14 D-2 62 46 

SK15 D-2 38 24 

SK16 D-l 20 16 17 

SK17 D-l 28 2 

8K18 D-1 46 30 25 

8K19 B← 2 23 

SK20 C-2 13 

8K23 C-2 28 

SK22 C-2 64 36 15 

8K23 C-2 (132) 

8K24 D- 52 46 21 

SK25 D-2 35 

SK26 D-2 230 70 

SK27 C-2 

8K28 c--2 180 32 

SK29 D-1 166 117 35 

8K30 D-2 88 23 

SK31 D-2 52 26 

SK32 D-1 166 30 

8K33 D-2 230 116 
一一

4 流略 (SR:第四図)

流路 (SROl、は調査区北側のDl~D2グリッド さている。 ら に向

かつて低くなっており、北東方向への水の慌れが存在していたと

粘土層)と下層(黄褐色砂蝶層)に分層することができ、そ

られる。流路の覆土は上層

〈上層， SR02 (下層)として

いる。

(第四囲〉

Cい Dl"D2グリッドで検出されている。黒色粘土層が20cm-30仰にわたって

から北東側に向かつて探くなっている。流路内からは、臨生土器、凹石

石，、太形蛤刃石斧未製品、柱状片刃石斧未製品、肩平片刃石斧

101)、田下駄 (6)等が出土じている。

34 
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、石錘
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第 7表 "性格不明遺構一監

「藤喜吉一「--7片下一一一一一平面形状 |長径(cm) ( ):腕|由():事1
i sP01 D -1 I 円形 27 24 I 

SP02 D-1 円形 14

面面 D-1 円 形 18 1'7 I 
SP04 D-1 不定形 28 23 I 
面面寸 D-2 不定形 44 20 

SP06 C2 円形 24 22 i 

SR一一 D-l'D-2l l m I ω  l 
SR02 D2  

SR02はSROlの下層で検出されている。調査区西壁付近では

東方向への水の流れにより浸食され、中央部ではに

いるとみられる。調査区東壁付近ではさら

る(第 6図第 5層。第 7層)。 遺構内からは跡生土器

とし されており、

として堆積して

にぷい黄褐色砂層@明黄褐色砂層となってい

砥石、 34、41)、竪杵等が

出土している。

5 性格不明遺構( ;第図)

Clグリッ F西部で検出されている。 SROlの南側に接しており、南側は調査区外のため未確認である。

遺構内から部生土器が出土している。

G 小穴、( :聾~ 7図)

小穴は全体で約270基検出されており、このうち 6基からj毒物が出土している。

(摺ア図) Dlグリヅド中央部で検出されている。平面は円形を呈しており、検出長は27cm、検出

I隔は24cmである。小穴内から部生土器

事P02(読書7図) Dlグリッド北部で検出さ

が出土している。

いるc 平面は円形を呈しており、検出長は14畑、検出幅

は14cmである。小穴内から5%生土器が出土している。

(第ア閤) Dlグリッド北部で検出されている。平面は円形を呈しており、検出長は18cm、検出幅

は17clllである。小穴内から弥生土器が出土している。

SP04 (第7図) Dlグリッド北東部で検出されている。平面
、

、ji一
検出幅は

23cmである。小穴内から敵石 (5)が!吐!ことしている。

(第7闘) D2グリッド南部で検出されている。平面は不定形であり、検出長は44cm、検出幅は20

cmで、ある。小穴内から豪Ij片が出土している。

SP06 (措7関) C2ダ、リッド東部でJ検出されている。平面は円形を呈しており、検出長は24cm、検出幅

は22cmで~ある。小穴内から剥片が出土している。

~ 36 



第4章出土遺物

1 土器

出土土器のほとんどは称生時代中期中葉から中期後葉のものである。特に中期後葉前半のものが多く

を占めており、その中に中期中葉と中期後葉後半のものが混在している。いわゆる須和田式とされてい

る太描の沈線で文様を描く土器が主体となっており、その中に外来系として嶺田(阿島)式、員田町式、

瓜郷式、栗林式等の各地域の土器が認められ、地域開の交流が非常に活発であったことが窺える。

8008出土土器(第26図 1"'12) 

1 は長頚壷であり、沈線による区画の内部に刺突が施されている。 2~7 は聾の口縁部である。 2 は

口唇部に刻目を入れ、内外面ともにナデ調整を施している。 3は口唇部外面に押圧文を施しており、外

面は条痕調整である。 4は口唇部外面に刻目が施されており、縦位のハケ調整後にヘラ描による羽状文

を施している。 5~7 は口唇部内外面に押圧文が施される。 5 . 6の外面は条痕調整、 7の外商はナデ

調整である。 8~12は底部であり、 9 ・ 11 ・ 12は底面に木葉痕が見られる。

8009出土土器(第26図13"'14)

13は長頚壷の胴部である。外面に縄文の施文及び円形浮文の貼り付けを行い、二重の沈線により王子

と見られる文様を施し、区画の内部に条痕を施す。 14は壷の頚部~肩部である。外面にヘラミガキによ

る調整を行い、横位の櫛描文の上に縦位の櫛描文を施している。

8013出土土器(第26図15"'16)

15は壷の口縁部である。口唇部に櫛描による羽状の刺突を施しており、内外面はナデ調整である。 16

は聾の口縁部である。口唇部外面に工具による押圧文を施し、外面は条痕調整である。

8014出土土器(第27図17'"第30図90)

17~50は壷である。 17 ・ 18は受口太頚査であり、 17は口唇部に工具による刺突が見られる。屈折部に

は工具による刻目が施されており、外面はハケ調整である。 18は口唇部及び口総部に工具による羽状の

刻目が施され、外面は横位羽状の条痕が施される。 19は赤彩する。 22は瓜郷式の太頚査と見られ、口縁

部を折り返し、口唇部に工具による刻自が施される。頚部にはヘラ描による跳ね上げ文を施し、横位の

櫛描文が見られる。 25~27は壷の頚部であり、 25はヘラ描による羽状の沈線を施し、横位の沈線により

区画している。 26・27は細頚壷であり、地文に縄文を施した後に沈線による文様を施している。 28はミ

ガキによる調整後に帯縄文を沈線により区画して円形浮文を貼り付けている。 34は横位の縄文帯の上部

を沈線により区画し、無文部分を磨いて赤彩する。 37は縦位の条痕調整後に波状文が施される。 40は広

口壷であり、胴部上位に流水文及び円形浮文が描かれ、流水文の下部に縄文帯を施す。 41~43及び44~

48はそれぞれ同一個体の可能性がある。 44~48は横位の櫛描文の上に縦位の櫛描文が描かれており、瓜

郷式の査と見られる。 49・50は刻目の施された横位の突帯を有する破片である。

51~70は蓋である。 51~66は口唇部に刻目または押圧文を施す口縁部破片である。 53 ・ 55 ・ 56 ・ 58 ・

59・61の外面は条痕調整、そのほかはハケ謂整である。 54・57は外面にヘラ描による羽状文を施してい

る。 67~70は聾の胴部であり、外面にハケ調整を施している。

71~87は底部である。 73 ・ 74 ・ 78~81 ・ 83 ・ 85の底面には木葉痕が見られる。 88~90は台付蜜の台部

である。 90は高郎の脚部である可能性も考えられる。

8K08出土土器(第31図91)

91は鉢であり、内外面を赤彩する。口縁部が外反し、胴部が緩く屈曲する。

- 37-
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第26闘 SD08 < 09 • 13出土土器

92は壷の頚部であり、 ヘラ摘による枕線を に施している。

る。口唇部内外面に工具、による刻目 されており、外商は条痕調整である。 9493 

は網代痕

SK1 

95は壷の

底部破片である。

51<21出ごと土器(第31

97.98は壷で、ある。 97

る。

札口縁端部に櫛状工具による刺突文を巡らせている o 96 

にヘラ捕による沈線、文を施している。 981:;1、縄文 により
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第29図 SD14出土土器3
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第30図 8014出土土器4

。
90 

10cm 1 : 3 

円形に区画している。 99は網代痕を持つ底部破片である。

8K23出土土器(第31図100-105)

100は蜜の腕部である。円形浮文の貼り付け及びヘラ描による沈線を施し、区画の内部に条痕を施す。

101 ~103は聾の口縁部であり、口唇部に刻目を施す。 101の外面は条痕調整、 102 ・ 103はハケ調整であ

る。 104・105は底部であり、 104は底面に木葉痕、 105は網代痕が残る。

SK25出土土器(第31図106-107)

106は壷の胸部である。沈線及び縄文による区画を施している。 107は台付聾の台部である。

SK26出土土器(第31図108)

108は網代痕の見られる底部破片である。

SK27出土土器(第32図109-111)

109は複合口縁を持つ壷であり、口縁直下は条痕調整後に中央を凹ませた円形浮文及びヘラ描による沈

- 42 
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第37図 SROl出土土器5
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匝石平日副ゐ涜ZZ五日制

SR01出土土器6

SX01出土土器(鰐32闘1

133は口縁部直下に櫛捕による波状文が施さ

貝田町式の壷と考えられる。

出土土器

134-140 • 146~216は壷である。 134 0 135は複合口縁を持ち、口唇部及び口1禄屈折部に工具による

い刻自が施される。 134は口縁部に縦位の棒状浮文が貼り付けられ、頚部はハケ調整の後にヘラ摘による

び波状文が描かれる。 138. 139は頚部に横線、文が施される。 1980 199は細頚壷の頚部であり、

横方向の直練文及び、波状文が見られる。 204t:t連続m形文による横様文が施されており、嶺田式の破片と

られる。 205-208は刻巨を施す横泣の突帯を有する胸部破片である。 214は櫛描による横椋文が:摘さ

瓜郷式の壷と見られる。 216は 4 本単位の横位の櫛措文の上に縦位の短線が施される。 140~~

される。

148、162、203、204は赤彩する。

は賓の口縁部、 247は胴部の破片である。 217~~246はいずれも口唇部に工具による刻屈または

押圧文が施されており、外面は2200 22い 223-225• 229 0 230 0 233 ⑪ 235~237 . 239は条痕調整、その

ほかはハケ調整である c 240-247は外面に横位の羽状文を施し、 230は縦位の羽状条痕が施される。 248

-276は底部、 277-280は台付聾の台吉13である。 248--~251 • 253 . 258・2620 270は底面に網代痕が観察さ

- 50-
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第39図 SR02出土土器1

れる。 252・265・269・280は底面に木葉痕が観察される。 252は赤彩する。

SR02出土土器(第39図281~第41 図335)

292 

297 

。 1 : 3 10cm 

281~301 は壷である。 281 ・ 296は瓜郷式の壷と見られる。 281は受口太頚査であり、口縁部に棒状浮文

を貼り付け、ヘラ描による沈線及び櫛描による刺突文を施す。口縁屈折部には押号i文が施される。 296は

横位の櫛描文の施文後に縦位の沈線を施す。 300は嶺田式の壷と見られ、連続爪形文の下に横位の洗練が

施される。 300・301は赤彩する。

302~324は聾である。 302~323は聾の口縁部であり、 304を験く全ての口唇部に工具による刻目または

- 51-
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329 

333 

¥ トイ 。 1 : 3 10cm 

335 

第41図 SR02出土土器3

押圧文が施される。外面は302・303・305・307・308・313・315・322"-'324はハケ調整であり、 314はヘ

ラ描による羽状の沈鰻が施される。そのほかは条痕調整である。 324は胸部に 2本の磨消線が施され、磨

消線を境として上半に縦位のハケ調整、下半に斜位のハケ調整を施している。

325"-'334は底部である。 325"-'328・330"-'332は底面に網代痕が見られる。 335は高坪の脚部である。

遺構外出土土器(第42圏336......第49図577)

336"-'480は査である。 336・339"-'341・343は複合口縁を持つ。 343は口縁部に櫛による刺突を施し、頚

部には横位の櫛描文が施される。 356は細頚壷であり、縦位のハケ調整の後に横方向の 4本単位の櫛描文

を施している。 357は頚部に櫛による押引文の施文後に二重の連弧文を施す。肩部は櫛描による 3本単位

の横線文が縦位の短線によって切られている。 358は頚部に櫛描による波状文が施される。肩部は4本単

位の櫛描横線文を巡らせた後にハの字状の短線文で区切り、肩部上位には円形浮文を貼り付ける。 359は

胴部の破片と見られ、屈折部に 2段の突帯及び刻自を施し、屈折部より上住に櫛描文を施す。 470・471
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第8

一「一一ー一
挿図図民写草 進楕

番せ番号苦別…守ーグリッド層位 種別 I器種 間(州 胎 土 |焼成 色調 詞盤技法ロ施文 備考

(肉外国)2.5YR6jS1'荒 ((外内面Im)〉不へ明ラ描

(内面)10YR8/3浅賞最 〔内タト面)クデ I 
(外国)Nマ/0灰白

第26図 3120上 SD081i?E晴拘色砂質土屑郁生土n昔 話 器高 (3.85)11剛大の長石・黒雲母微細透明石英含む艮
(内面)7.5YR6/4にぷい檀 (内面〕ナデ

(外国)7.5YR5/2灰褐 (外聞)斜方向条痕

SDC附極暗褐色砂1':.:L周到:生土器話 器高 (2.6)11mm大の長イ1・微細透明石英含む 良 (内外面)10YR7/ユ灰白 ヘ(け内;ラ田函拍))縦横万方向向ハハケケ後

3十 一記口綜都ゆ (5.7) 一一む |良 (内外国)10YR5/2灰黄禍 ((外内面而))斜ナ方デ向条痕

SD08 弥升土沼 口縁部 3%器丙(<1.9) Ilmm大の長li 微細透明石英。砂社合む 畏
(内同)lCYR7βによい賞恒 (内両)プデ

(グト而)IOYR4/1掲灰 (外国i)斜方向条痕

(内外国)10YIWl拘灰 (内面)ナデ
(外商〕横ノう向板ナデ

8D08 弥生三 底部 7%器底径高 (37叩1) 話跡目透明石英含む 良 ((タ内i出面i))51Y0Y6R/17民/21こぶい貰撞 (内外前〕斗デ

SDOS棋目的司色fe貿土屑 弥生土器 I 底出自部制凶ヨ I7%器底高径 (3695) 5 1聞大の武石含む j主 (内面)2.5Y7/1灰白 I ~内面)抜方向ハケ I水禁痕

(外商)2.5Y8/2氏自 (外百i)縦方向ハケ

SD08極陪褐色砂質十:}¥"tj 弥生土器 底部 5%器底笹高 黒色粒子。串位多く肯む 艮 (外内部面)〕 r7cd6JYOR灰7/1明褐灰 (内外商)不明

7% 器底高筏 (4.0) 良(内面)2.5Y8/2氏自 (内面)斜方向ハケ
刊第26図 11120.t 8D08 限11昔t~色砂受土層 主土器 底部

(5.9) 
2皿大の黒色粒子多く含む

(夕刊而)2.5Y7/2)j(jC， (:91.面)不明
11<:.:葉痕

第261B1 12120Jト SDCS 極時褐色砂11土胃 弥生土器 底部 7% 
器商 (3.6) 

2mmコこの黒色粒子多く青む
良(内面)2.5Y8/2灰白 (内面)ナデワ

|不主主痕
底径 8.0 (外面)2.5Y7凡灰白 (外市)縦万[AJハケ

第26図 13120上 祢生土器 査 I同部 1肌|器高げ 黒雲母多く含む，長石 白色石英少量含む
北出 (内面) 10~'fR6/3にぷい賞極

(外面)lOYR3/1黒沼J
(内同))縄不文明後ヘラ描
(外面

器高吋m叫色町多く含む際含む
艮(内面)10YIミ6/2灰貫

(内面)ナデ

第261:"1 14120上 SDOS 弥生土器 1頭部~肩部 5% (外商〕へラミカ、キ後
(づト面)2.5Y6/2灰責

櫛措

第26凶 15120上 SD13 弥生土器 口縁部 1% 器高 (3.05) 長石・日色石英。 3回大の脱含む 良(内外面) lOYR5/2炉、黄褐
(円高)ヨコプデ

(外面)櫛刺突ナデ

第26関 16120.l: SD13 18生土器 言語 日縁部 1% 器高 (3.5) l削 Xの長石・白色石英含む 良(内タ商)lOYR5/l褐灰
(内面〕ナテ

(外商)斜万向条痕

第27図 1'11 17 SD14 弥生土部 z宣.己 口総~頭部 7o/c 器日経高 (20.0) 長石(1-.3皿)・白色石英(1-2mm)含む 良(内外面)7.5YR5βによい褐
(内市i)--jデ

(9.4) (外面〕縦方向ハケ

一
第27図 18120下 sm.4 弥生土器 語 日縁~頚部 5% 

口径(13.8)
1~2nm'大の磯多く 長石・白色石英合む

良 (内面)7.5YR7/'1こぶし、機 (内面)ヲデ

器高 (6.5) (外商)7.5YR7/6畳 (丹市)斜方向条痕

第27凶 19120-F 弥生土器 査 口縁~頭部 3% 器口径商 (13.2) 長石 ・ (1 ~2.5mm) ・果 良(内商)7.5YR6/2灰褐 (内面)ヨコナデ

(4.4) 雲母・ 〔外面)10YR3/6暗赤 (外面)ヘラミガキ

|第訂 201 17 
SDlt1 

弥生土器 E語 口総~頚部 1肝6
口怪 (10.3)

lmrn大出長石陳情透明石英官官
良(内面)7.5YR7/3によい権 (内面)1Rj-テ?

凶溝 器高 (7.75) (外商)7.5YR6/3にぷい褐 〔舛商)斜方向ハク

i第27図
3D14 帝口径高 (4.8) 良(内而)10YR7/2にぷい貢澄

(内面)フデ

21120下
西t背

部生ェ器 宜 口縁へ頭部 10% 
(5.'75) 

砂粒多く含む。 lrnrn大の長石含む
(タト面)10YR8/2灰白

ナデ

22120下 5D14 弥生土器 白4出， 口tid{部 3% 探高 (5.8) 長石(1-4四)・白色石英(1-3mm)含む 良(内外而)10YR6/2灰賞褐
(内面)ナデ

(丹面)ヘラ摘・櫛描

第27図 23120T 
SD14 

弥生土器 壷 口縁部 1% 器高 (4.2) 1凹大の長石 白色石英含む 良(内外面)'l.5YR6βによい褐
(内田〕ナデ

間f嵩 (外面)横方向条痕

第27図 24120下
SD14 

弥生土器 盟=信 口緑~頭部 10% I~器口桂高 但 1附大の長石・白色石E色合む
良(内面)10YR7βにぶい黄境 (内面)不明

西橋 (5.1) (外面)5YR8/4淡誼 (タト面)斜方向ハケワ

第27凶 251 17 
SD14 

亦生土器 壷 頚部 15% 器高 (6.7) 1-2皿大の長石・白色石英多く含む
良(内面)10YR6/2灰黄褐

西J詰 (外面)7.5YR6/2灰褐 (外面)ヘラ措羽状文

第27図 261 17 SD14 によい黄褐色砂層 弥生土器 3古4ぜ 頭部 10% 器高 (9.0) 長石(1-2，"m)・白色石英 (1肌)含む
良(内面)10YRb/2灰貰褐 (内面)ナデ

(外面)7.5YR5/2灰褐 (外商)縄文後ヘラ描

i第27図 27120下 SiJ14 によい責褐色砂層 弥生土器 壷 頚昔日 10% 器高 (6.8) 長石(1rnm)・白色石英 (1-2皿)含む 良(内外面)10YR5jl褐灰 ((外内面面指

第27図 281 17 SD14 跡生土器 壷 I肩部~胴部 15%器最大高在 (1(9786)) 長石(1-2rnm)・白色石英(1rr羽)含む
良 (内面)lOYR'l/2に主主い黄授 (内面)ナテ

(外面)7.5YR6/2灰褐 (タト聞)縄文後ヘラ描

62 
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l掃番号図番図官号日|番存旦号グ雌リッド|1 層 位 種別 輔 鮒防法量叶1 胎 ゴ: 焼成 色 調 調整技法施文 備考

|第四図 58121上 8D14によい黄褐色砂層弥准土器 蜜 口縁日F 3%器高 (8.1)長石(1-3図的微細透明石英含む 良(内外岡)1OYR5/Z灰賞品 叩(封筒〕

第29図 601 ZI上 8014 部生土品 費 口縁部 1%器高 (3.2)11 大の長石・白色石英含む 良 (内面)lOYR7/2によい黄桂 (内面)ナデ
西溝 111l川 (外商)75YR4/1掲灰 〔外国)斜方向ハケ

第29図 61121上 SD14 弥生土器 蚤 器高 (4.3)11-2 大の長石・白色石英多く含む 〔内面)10YR5/2灰黄禍 (内面)ナデ
町四 (タヰ商)~13/0時灰 (外国)斜方向条痕

21上 SD14 弥生J覇 器高 (4.7)11 大の長石臼色石英含む (内面)lCYlミ6/2灰黄褐 (内面)根方lロjハケ
|一 肌 (到面)N4/0灰 (グト悶)斜万向ハケ

2H.3D14 0都生土器 説 器商 (4.5) 11mm大の長石白色石英含む j主(内外面)10YR5j1褐民 (〔外内国Ilii))様斜方方向向ハハクケ

ト2一1一上 5D14 弥生ゴ措 議 11縁部 1%器高 (5~-1 I長石 (1畑)・白色石英 (1-2IMG)含む 良 (内外面)10YR6/1椅灰 ((外内面面))証縦主方方向向ハハケケ

i… …岬 …… 一一一(同)断拘ハケ

第四図 67121上 5西D尚l4 弥生一七器 蛮 胴部 5% 1|器高(山〕長石(1----3mm)・白色石英(1mm)含む 良(内外面)7.5YR7/2明褐灰 (〔外内面面))縦ナ方デ向ハケ i l 

第悶図印 21上 SD14γぷい安組問腕土器密 胴部 川相(附赤鮒子(円山)附知大目的く良(内面) 一 (内面)横方向ハヶ l 
含む (外面) 一日時 (外而)縦7J向ハケ ( 

第開ム1:1 s::'2.4 弥生土器麹| 酬 明器商(川長石 (lmm以下)少量官ト白色石川~良(内両)7問 /4にぶい極 的街)不明

1 4 西溝 1 2川)含む (外面)1附此崎世 (外面)斜方向ハケ | 

第Z9凶 70121上 5D14 弥生ゴ器 議 胸部 7%器高 (10.8) I~~~大0)礁多く含む・ 1聞大の長石白色石 (内面)2.5YR7/肘笠 (内面)ナデ ! 
英含む (外面)75YR8/4浅賀極 (外国)縦万向ハグ i 

;ト 器高 (4.8)1. '_，~_.'.'._~> 1 >， I(内面)N5川灰 〔内面)
第四図 71121下 弥当土器 底部 10%底径 7η01凹大の民右少量含む (外面)7.5YR8β浅黄1笠 (外面)

第却図'12肝 弥生土器 底部川脳同 11 大の長石含む 艮(内面)N仰 I(内面)
底径 6.4|剛 叩 問問 (タ冊

第30図 73121下 SD14 回ド生土器 底部 7%器高 (39)11皿大の長石含む 良(内面)lOYR6/1褐灰 (内面〉ナデ 木業痕
I!清 底径 (8.91)1'-'~"'>V~ U V 1 >. I(外面)1OYR7/l灰白 (外面)縦方向ハケ

(内面〕横万向ハケ

第四図 74121下 SD14 助生土器 底部 5% 器商~~:~)11剛丈の長石含む 良(内面)lCYR7/1灰白 (タト面)ハグ後へラミ木葉痕
西潜 底怪 (8.2)I，，，，，，，，，，，，.HC<V 1 >'I(外面)10YR7/2によい黄桂 yYキ

器高 (4.8) 1. '''' ~'._ ~h ~""h ， ~.，. 1 h I(内商)10双 5/6貰褐 (内面)不明

第30図 75121下 SD14 弥ノt土器 底部 7%底径 (84)11凹大の長石。白色石英多く含む 良 (タト函)1OYR7/2にぷぃ黄椛 (タ面)縦方向ハケワ

第30図 76121下 5D14 弥生土器 底部 10%器高 (41)1，-2 大の長石・白色石英多く含む 良(内面)2.5Y6/2灰黄 (内外市〕不明 1 
凶溝 底径 5岨阻 畑)1m問責褐 | 

第叩凶 77町 SD14 弥f団

j世 器高 (3.7)1. o...~_E'_ Mh.~~~.. ~... 1. I(内面)7.5YR6山ぷい檀!(内面)ナデ?

|川叩図 78川町 弥生土器 底部 7% 底径 (6ω1~2剛大の長石白色石英多く含む 良(外面)7.5YR5/2灰褐 |(畑)ヘラミガキワ木譲痕

l】図 7刊912但1下 8D14 弥生こ土k器 底部 7%器高 (ω4剖州6め! 1，大の長石.臼色石英少量含む 良(内面)1凶 プ木R葉痕t

戸30 西潜 底径 (8.8)E，m (外面)1om7/1灰臼 (畑)縦方向ハケ l 

第四図 80121下 5D14 弥生土器 底部 10%器高 (4.2) 長石 (lrnm)。白色石英(l-2mm)含む 良(内面)10YR7/2によい黄撹 (内外面)不明
底径 6.15 凹 川 (外商)1OYR5/2灰黄褐

第30図 81121下 S，~.~ 1 l!li生土器 底部 3%器高 (37)11 大り長石。白色石英少量含む 良 (内市)10YR7/3によい黄撞 〔内面)不明
商溝 底径 (6.0) 凹 (外面)1OYR7/3にぷい黄様(外面)縦方向ノ、ヶ

6D14 器高 (3.2) 1. ，._~...~_，. '" ，._".~.. 1 h I(内面)2.5Y5/2灰黄 (内面)ナデ I 
第30図 82121下西浩 弥生一t器 底部 3%底径 (4.68)1凹大の白色石英・ 3聞大の疎含む 良(外国)1OYR7/2にぷい黄澄 (ムノタゴノ面)横方向ハケ後 I 司

第30図 83121下 SD14 弥生土器 底部 12% 器高(~~! 1[-2 大の長石・白色石英多く含む 良(内面)10YR7/1灰白 (内面)横方向ハケ|官事市
西i茸 底怪 (8.6) 皿 (卦面)1OYR7/2によい黄援(外国)不明 |小市山

第30悶 84121下 SD14 弥生土器 底部 3%器高 (25)11 大の長石・白色石英多く含む 良 (内面)5YR6/8燈 (内而)ナデ

1 西潜 底径 (7.0)[，mm (外国)5YR6/肘童 〔外面)不明

器高 (3.1) I~~ '" ， ~b.~"" " ，~... 1 o I(内面)2.5Y6/2灰黄 (内面)ナデ
第30図 85121下 SD14 弥生土器 底部 10%底怪 (8.3) 長石(l凹)・白色石英(1-6皿)含む 良(外面)25Y6/3によい賞 (タ酎)縦方向ハケ?

第30図 86121下 6D14 郁生土器 底部 5% 器商~~:).11 大の長石・白色石英多く含む 良(内面)7.5YR3/1黒褐 (内而)ナデ | | 
底径 (7.56)I.lmffiA V_J;tIt/j:J. [:;I1:::'.-1::j:9'，:'87" 13 U I K 1 (:7l.面)2.5YR5/8明赤掲 げト面)不明

L J 

64 



』陪 土 焼成 色調 調整技法・施工 |備考
挿図 1図版1写真 遺構

層位 | 穏別 l器程
番号 番号番図版号 グリヲト| 

l弥生土器

|弥生土器|台付詑| 台!巴

(内而)ナデ

(外面)縦方向ハケ

〔内面)10YR7/2によい黄控 I(内面)斜方向ハケ良 I;I;.;~( ~~~_l:-_~/，~~;':V 'ß'，， 'I~ I 
(外国)10YR6/1褐灰 I(列面〕ヘラミガキ

(4.7) 
砂栓多く古ひ・ 1皿大自白色石英含む

(7.0) 
(内面)7.5YR8/4浅寅校

且 l
(外面)5YR7/6燈

(内面)ナデフ

(外商〕縦万向ハケ | 
(内面)ナデ i 

(外商)縦方向ハケ後AH4 
1
 

D
 

n
Q
 

下2
 

2
 

0
 

9
 

図叩第
(内市)7.5YR5/2!!<褐

良|
(外国)5YR7/4によし寸霊

ヘラミガキ?

第31図 911 17 1 SK08 
(14.6) 11-2阻大の長石 白色石英国黒雲母湘1~ I(内函)7.5R4/1時赤灰 I(内面〕ナデI~~~;'~?~:;:'W -P C.-'!--l;:Ae -i<tt~õ4' WJHIlI _良 I>~~~~ ;.~;~~~';~:;~I:~* I~~~~~ ~ ~ oo "1f~ ヮ|赤彩(9.1) 1透明石英含u 1 ~， I(外岡)7.5R4/4にぶい赤 I(外面)ヘラミガィ

第31図 192122上 1SK09 日五生土器! 壷 醐|ザ高 (3.7)I川畑町一
(内前)10YR6/2灰賞掲

艮|
(外国)10YR4/1禍灰

(内面)ナデ

(外面〕縄文後ヘラ描

第3ょ図 193122上 ISK12 町4口縁部 1%戸γ大の闘一
良 I(内外面)10YR4/2灰賞褐

(内面)ナデ

(よト面)斜方向条痕

(f'j困)10YR6/2!):黄禍良 I;:~~( ~t~~~u:~;;;_::，，1'''J Ic内外商)不明 |品，，~痕
(外面)7.5YR4j2灰掲

(~J.1) 
|黒色粒子・砂粒多く含む

(5.5) 
艮 I(内外国)10YR8/2浅賞授

(3.0) 
|泉雲母多〈古む

(4.9) 
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い~'''，.I 立 種別器種 部位〆三:コ法豆油 胎 土 腕成! 色調 !同謹技法"施文備考しグ ョ ι ""n ，'-'~"=， ，，，.ι 率|山"'L~ ，~...， ー IWC'~I "'" ?二斗土出土出竺づ ij~ 土」!- i 

"-'TTF"-' I バーロヨ自 問 問叶，...，...~ h ~'--~，_. 山 ι-~.-;-.，.必 白内出)10YR7/2によい賞控 K内出i)ナテ
SK2~ 弥生士器 壷 胴古 1 器高 5.5) Ilmm大~長 E 白色正英吉 ι st I~ じhJ
~U~V ， ， "'J'_，~--'-.'-'U ， ι υ ド ム "JU-P'U 'V.~ ， '~"U"-"'-_~ _þ"-ト ~~ト M 、(外面)10YR8/1D白 K外面)縄文後へラ描

一
!日門 司し 古 R 刊 士 門 ム戸~ c色 f →帝人 ?内面)10YR4/1栂灰 IC内面)ブデ
1 SK28 1 I~J生土器章 sIlll.till I 1% 器高 :::.2) Ilmm大長石・白色百英含む 良 1~'，，: ':;~ :~，'，~'~'，:~~:~ 
ド ""V1 IN-一回口 M M 会 両ト " .~..凶 >，'H ，，' ~'H""" v 1 >， 10外商) lOYR3/1黒褐 IC外国)榔描

ト同叶3詑潤恥2悩酌図削1日山山山一1臼山山……8山山山…2幻町一………2灯巾……下m巾叩一S誌悶悶E沼悶2釘81 ←5~竺一弥他陪止一7千干一て士瑞τ滞器γ? 一 1 1% 11器E高 3一一山「…γ7戸mγ
一
γ山γlmmアU畑叫"γ一一ο仇M吋一::'11..一一「一一?一一百円一P側…挫川M川山一柁柑紗鮒酬…妨州2対刷f綱H

向 内一h 一 - 門日7 ヨル戸 回聞固 古 河一一占荷r 噌 臼司h可 門n 小 ι一1'>._..... "'__'>..， 内 件而)10YR4/1掲阪 K内面 不明
第二 2図 119122下 SK? 肱f士器壷 肩部 目白器白 2.9) r-!mm大σ長石白色石英吉む i良 A ごく 四円 じ工;二
勾01"'"'1""I J.'-" ， '"“ JnLoU ，←--'-."<J  国 Jトド ム叩司'J '-'- 山 品凶 μ] ド..IC外面)'!，5YR5/3に.J;ぃ褐 K丹市 世方

し一句 ，....， 1 1""司 、 ，，_，同 H内面 白方向ノ¥ケ後

~ ~32 盟 120122下 SK2f 跡生1器琵 ーjff部 7% 同大白長田< 0 rø~Jl:' sl，;. 川判開 Jドコ "-'1""" I ~釘 U 叫 必 ーC" 町-，，"， ， ，--;抑ロ 器司 5.f:ム山町、り P_''_'グ、 ド汁(タ前)

i雌 門間 F 守い....-， ~，，~~ I I ~lr ， L 日 【 T 司 ''''...-円 "目、 πぃ l由 lliD 10YR6勺こぶいすT極
1第32図 121122下 SK耳 目都立士:-{Jlfl 'id 口暗部 器商 ;:¥.7) Ilmnーザ長石。日 i良 ごく
十'IJV，"，ム~..... ， ...~， ， ~L~，~V' ，_"J._，_---'_"Uc 山 辺 ム也 、4 川町 ド汁け半面)10Yi三4/1l見灰

問~，__o ，円~_. ， ..."~ μ ぜ 〔司 4 ・出 す 作噌」ーやげ?ずム じア ilii)lOYR5j2灰黄J母
第 2図 1221221': I S~(28 I I ~!J 生土器萄 口百m¥ I 1% 器高::¥..11) 11 ml大¢長石 f泣 はt ご(
タρ “山 A 山 一山 J ーHV一両 』 ー帆 π"  、 J凡→"_/トル 1 " ト訪日 lOYR2/1県

司F 内十一、 コ戸 ι'''' 自門 戸端高 3.'1) 1， .. ，..国 f ム山 十、|引メリ面〕
第:::2盟 12312~ 下 SX2?l 弥生七剥 底部 5% 1::コ ~.~; 11-'-3nur大¢長石含む 1 t~ I~'H'':~ 用一一目 色白 JーHH""I 出 U しき佳 7，0) l' 」 〆 J丸 ロ ν ド ι 布)

拙内問唱 r-' """ 日'，..，，_[""， 1 罰缶 (4.05 守ム市云-，--/， .> t.._-J-_出 内而〉
第o2図 121122TIs幻 31 1 ;1[<11'土器 ~'l 日 時ニコ ~':~/11"'_3mm大￠長」多くむ |良 二:
河コ μ μr 山 U""，'V' ，-J'J....)_.---'---urr' IC'_~ド U 底経 4) l' ''''''C''/~''..71 ド..ICタ面)

第B2図 12;;122 下 SK2~ 日畑垂開 張ーむ 1 IC1ト前 10"VR311鯛

弥生器 ま 肝腎l.~~ 11mm*0):l¥'i:砂量@帆防く今む |艮日f'j草子5Y8/2灰白ーム r 坐底笹川 泊、 j .J--'VI----I? "_;"m.y 1" 面白 C以 |…-

1 
竺ヒ:J

同E高 、 山山 lん一 一 1 
ル'-L， 1111 I 問的 "，ゴ !=Ui 噌 」一一 "IC内面)lCYR3/1黒f奇 |げヨ崎 ナデ

第32図 11331 18 1 SX01 

ト一一一

第33図 1134118 5R01 1黒色粘オ危

第33図 11351 18 1 3ROl 

団子日
出こ|出土どプ
第33図 1138123上 1SROl 

拍生土器 蜜 』岡部 40% J最大 ご 1m! 大 O)~長石ー徴咽透明石英含む |良 i 言句 1 ~:，:ご〈二"~/ ，， 1 1 
山一'__.-L "，~-， ..，.~ 山 ム ー 1.7) 1" リ 1 ，<， IC外Eわ 10YR2/1票ι IC外面挺方向ν¥ケ!

佳;いい日 川 1'"山 山 ν I

一帯諸 口書部 出現 高 4-.0) 11阻山長石山町含む |良 I~内面) '/…日し川恒JRfV7z i 
_J'~' '..-J_llr' I "，1.. 山 4 ム引 >0，/  I"""c<'/~'" ， 1 >< ICタ面i)7，5YR4/2!k喝 IC"日付品ケl

部生土器| 記 IK佐F褐

ト-:
口縁部 1 1%1器高 C4，25)11回大の長石 日色イヲ英含む (内外而)横方向ハク

弥生工器 壷 | 胴部つ 1 1% 1器高 。0) 11-2聞大の長石・白色石英台む
良 IC内酌 1町 R'7/3i'こぶい貢鐙 I~内面)ナデ

H外商)10YR5/l掲灰 IC外前)縄文後ヘラ描

lι→ IC内面〕ナデ
良川内外面)10YR6/3にぶい黄桜i

山口 IC外面〕へラ捕弥当土器| 讃 胴部

弥生土器| 翠 r綜音1 こ竺土白長石徴純一む |良ljZE世話f |空E三一

弥生土器 一語:卯
弥生土器

司 'r<C 聞 τ マ 【三回~ 門 口径 7.6的l
弥生土器 盃 口総~頚B1liI 10% I ~:-: ゴ勺1-3凹大の長;百・白色石英含む.... J._'"ー'__'UU'， .-'=' ，>---< 柑 "1 A~ 器高 8のl

川 古|ド礼 戸剖 戸 口径 12め |
弥生七器 産 口緑~主部 5% I~二三 "コ 12nm大の砂佐多く含む刈ー」今叩 皿 部高 弘的ι

ヨ炉 古 [司 寸芦 W 戸 口圭 8的l
臨'tcl二部} 査 口偲~頭部 5% I:，~で :コ|長石喪主主含む--"~'_J ..'..'，，，， 出 _... 叫ド U 訪日白 8竹ι

社中間古【伝市ア 口径?のi
弥生土器 壷 口綜~頭部 3% I~~::: ;~コi砂粒多く含む川一--'---，，， ι 一

良 IC内外面)5YR6/6様

良 Ic内外面)5YR7/4にぷい檀

(内面)斜方向ハク後

ブデ

(タl，]lii)条痕ワ

(内面〕梢方向ハケ

(タI，jlij)斜方向ハケ

IC内函)横方向ハケ
良 Ic内外商)10YR7/3t::ぷいま1澄1

IC外国)縦方向ハケ

(内面)5Y6/1灰良!
(外国)N4川灰

(内面)ナデ

(Jト商)縦方向ハケ

IC内面)相方向ハケ後

第33図 11391 18 1 SROl 1黒色占土層 弛生土器 蜜 口ト頚音illl 5% 1::;空 6" 長百 C1醐)・白色石英 C1寸阻)少量含ul良 Ic内外面)町R7/21こよい黄椴1:，デ間〕 μ ←」守 I ーCVー叩 "-"- '>---<'1" 非 u 器高 6，2) I-'~ ，'V，，，， v， ~'H"' ，' v"v， ~~~~I ~ I"u ，~， ""，"，"'"，V>< ~""IC外面)縦方向ノ\ケ後

什 デ

晴内市計 1..，，， 1.，..， '-1 ""，r.， 昨L!__. ， ~U I ""，，-- I ，_.M_<今 '-M 'O~ ーと 噌 刊 1 0 IC内面)10R5/6赤讃 IC内耐)ヨコナデワ 1
第3:図 1140123卜 SR01 弥生土器 壷 日綜部 1 ~器高 0) 11--3mn大の長石・説油田透明石英含む |良 I;'，，:c，-:; :::::::_'~;"~"，.v ル !事彩
"'.>~~山|ムムム ".ム ーVV，'"1 .， 1 ~"VV" 1 ̂ '" l' '""""''''>VH '，V"V~NH "， H v 1 " 1〔外国)10YR6/2灰黄褐 ICタ面)ハケ後櫛描 1""'''''' !! 

1， H 1.."， 1 O~O" 問h.，"L 同 昨 仏 師 1 十̂円 口結-，11部 Rロマヤ '" 11 大の長石。白色石英・黒雲母。微目透1~ IC内面)10YR6/2灰黄禍 1，，，"，，，=， ， ~.. ""， 1 
第33匡什 1412'上 SR01 黒色社層 弥生土器鉢? I 山 同器高 4.8 誌石英吉「む |良 le外面)7.5制 '14陪赤 IC内外面)へラミカキ|赤彩

j第四 11421 181sR01 

第33図 1143123上 1SR01 

第33図 114412U1 SR01 1黒色粘土麿

i口径 (8，8) 11"3rnm大町長石 白色石英・票、雲母・微細
弥生土器|高坪つ|口議~脚部 120% 1:;-;:": ;~.~( I~"，~~~~，~::~~/i-j' I=l C.YW= o¥"f';-;Z5:I-"L' lJRMl1l且 I(内外面)7，5R4/6赤

li~~高 C7，3) 1透明石英吉U

弥生土器|不明| 不明 1% 1器高 (3，7) 11mm以下の長石。白色石英。 3皿大の際含むl良 I(内舛面)5YR6/4にぶい燈

(内商)ナデワ

(外面)不明

(内面)ァデ

(外而)条痕つ

J~U~ll土日三ヱ亡さこ」目立132L
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一…ーム句

:ヨ工「につ干程別 器種 色調 調整技法。施文 備考
番号 クりッド 層 位

174 23上 5R01 !日:生土器 査 』岡部 1% 昔出ï~む ('".6) 長石 (1剛〕 微細透明石英含む
良(内面)'1.5YR3/1黒禍 (内面)

、ラ描(外面)7，5YR5/2灰掲 (タト面〕

175 23上 6R01 黒色粘土居 弥生土器 宣古"t( 脚部 1%器高 (3，6) 1mm大の長石 臼色石英含む 良(内外面)ょOYR6/2灰賞掲
(内前〕フデ

(外面)縄文後ヘラ描

第34図 176 23上 SROl 黒色粘土J冒 強県土器 壷 頚部~肩部 1%器高 (5.1) 1皿大の長ti 白色石英含む 良(内外面)10YR6/3によい責援
(内面)ナデ

uト商)縄文後ヘラ描

第34図 呆色粘土層 !院生土器 査 肩部 3%器詰， (3.8) 1-2凹大の長石・白色石英含む
具(内面)10YR7j2にぷい責撹 (内面)ナデ

〔外面)10YR5/2灰賞褐 (外面〕縄文後ヘラ描

第34凶

…卜la||脚

1%器商 (3，8) 長石 (lmm) 白色石~ (1-2mm)含む
sl I~内面) lOYR5/2以責褐 (内面)ナデ

(タ而)10YR4/1褐灰 (外国)縄文後ヘラ描

制 (3.8)Ih""大の長石一む第34図 崇色粘土層 弥生土器 肩部 2，% 且(内外而)10YR6/l褐灰
(外面)縄x後へラ措

ト|ご

180 23上 SR01 黒色粘ゴ層 弥生土諜 壷 胴剖i 3% 器商 (3，6) lmm大の長石町白色石央官む ，I!l l(内外面)10YR6/3にぷい黄設
(内面)ナデ

ι外面)縄文後ヘラ描

181 23下 3ROl 弥生土器 giJ. 胴古'Il 1%器高 (H) lmm大の長石 a 白色石英含む
RI(内面)10YR4/1格tEk (内面〕ナデ

(外而)N3/C精灰 (外国)縄文後ヘラ描

182 23下 SROl 弥生こ:器 ?E 胸部 1%器高 (3，2) 長石 (1阻)。微細透明石英含む 良(内外面)10YR6/2J;Ji賞褐
(内問)ナデつ

(外面)縄文後ヘラ描

第34図 183 23ド 日ROl黒色市土居 ~if生土器 査 腕部 一(3.0)11mm7:0)*'5 (内外商)10YR5/2灰黄禍
(内面)ナデ

(外而)縄文後ヘラ描

第34図 184 23下 SR01 黒色粘土居 祢生土器 笠~ 結高 (2，7) lmm:;.'(の長石・白色石英吉む
(山両) (内面)ナデ

(外面)10YR5/2灰貫褐 (外面)縄文後ヘラ描

第34図 1851231' 抗生土器 査 頭部 1%器商 (3.6) h阻大の長石， '白色石英含む 良(内外面)lOYR7/1灰白
(内面)ナデ

(外面)縄又後へラ措

ト一一一
第34図 SR01黒色粘土層 弥生土器 藷 1"剖1 1% 

良(内面) (内面)ナデ

〔タト面) 入 F (外面)縄文主主ヘラ描

18'1123下 S豆01 黒色粘土居 弥生土器 壷 頚部 1% 1"，大の長石微細透明石英含む 良 ((外内面出〕〕 1100YYRR57//21褐に民よい黄桜
(内而)ヲデ

(外面)縄文後ヘラ描

23T SR01 |黒色粘土居 ~fJ;生土器 E量 肩部 1% 1-2mm大白長石 白色石英肯じ 良(内外岡)10YR6/3によい責桂
〔内面)ナデ

(外部〕縄文俊へラ措

188 23下 SROl 弥生土需 壷 頚部 1% 器高 (3.7) 1回大の長石・砂粒・赤色粒子多く含む li円高)マー褐
(内而)ナデ

良(タ面)5YR6/4にぷい援 (外面)縄文後ヘラ描

歪同一第34図 190 23下 SROl 1% 器高 (4，8) hm大の長石 白色石英含む
良(内面)10YR5j3にぷい黄褐 (内面)ナデ

(タi面)10YR6/2J3e賞褐 (外出)縄文後ヘラ描

第34図 191 22下 SR01 黒色粘土居 首4三土器 宝豆 頚部 1% 器高 (2.4) 
1剛;この長石。 微細1透明石英・制位少量含 良(内面)10YR4/2灰黄褐 (内問)フデ

赤彩
む (外面)10R4/6赤 (外面)縄文後ヘラ描

第34図 192 23下 SIミ01黒色粘土居 弥生土器 査 頚部 3% 器商 (6.9) 1-2rnm大の長石・白色石英含む 良 ((外内面面)〕 1100YYRR65//21灰褐黄灰褐
(内面)ナデ

(外面)縄文後ヘラ描

193 23下 SROl 胴部 3% 器高 (5，9) 1-2mrn大の長石。白色石英含む A出 ((外内閣面))NN43J/OO灰暗灰
(内面〕ナデ

ぴト面)縄文後ヘラ描

第34図 194 23下 5R01 黒色粘土層 ~tJ\~J::土器 頚部 3% 器商 (5.6) lmm大の長石 白色石英含む 良 ((タ内ト面面))5lOYYRR7/64/1に掲ぷ灰い撞
(内面)ナデ

(舛I面)縦方向ハケ

(内面)ナデ

第34同 195 23下 SROl 黒色粘土舟 同一Zむ 肩部 3% 器高 (4，5) 長石 (lmm).白色石英(1-3皿)含む 艮〔内外面)5YR7/e 讃 (外而)縄文後ヘラミ

ヌゲキ

頚部~肩
良 ((タ内ト面面))1100YYRR75//21褐に灰ぷぃ賞檀

(内面)ナデ

第34図 196 23下 SROl 黒色粘土層 弥生土器 宣古E 
昔日?

1% 棒高 (5，6) 1--2mm大の長石 a 白色石英含む (外国)縦方向ハケ後

櫛描

第34凶 197 23下 SROl 黒色粘土居 弥生土器 壷 主主部 3% 器高 (5.6) lmm大の長石 日色石英含む
良(内面)10YR6凡掲JJ( (内面)ナデ

(外両)5YR7/4にぶい桂 (外面)縄:こ後ヘラj曲

第34図 198 23下 弥生土器 査 頭部 1% 器高 (3，0) lmm大の長石 白色石英・ 2皿大の隠さ含む
良(内面)5YR6βにぷい桂 (内面)ナデ

(タト函)10YR7/1灰白 (丹羽)ナデ主主櫛描

良 (内面)10YR7/2にぶ川賞燈
(内面)横方向ハケ後

第34図 199 23下 SROl 黒色枯仁居 弥生土器 E 士 頚部 1% 器高 (4，8) 1皿大の長石 白色石英含む ナデ
(外面)

(外商〕ナデ後櫛描

第34図 200 231' 8ROl 弥生土器 褒 胸部 3% 器高 (4，4) lmm大の長石・白色石英含む 良 ((外内面面)〕 N104Y/0R灰6/2灰黄褐
(内面)ナデ

(外国)ハケ後榔描

(内面)ァデ

第35図 201 23下 SROl 黒色粘土居 弥生土器 同一，C 肩部 5% 器高 (6，0) 1-2mm大の長石・白色石英含む 良(内外面)10YR6/1褐灰 (外面)ァデ後櫛描・

縄λ

l第35図 202 23下 SR01 黒色粘土層 弥生土器 重量 層部 3% 器高 (5，1) 1~2n粗大の長石。白色石英含む
(内面)5YR6/4によし吋登 (内面)ナデ

良(外面)luYR6山い黄櫨(畑〕九へ端|
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タ・9ッド 率

器高 (4.5) 
1-2回大の長石・白色石英・黒雲母・微細

良
(内画)10YR5.βによい糞褐 (内面)ヘラミ jfキ?

赤彩第35図 203 23下 SROl 黒色粘土層 部生土器 壷 胴部 3% 
透明石英青む (外面)2.5YR酬に占い赤褐 (外面)縄文後へラ描

壷 肩部? 器高 (2.0) 
1醐大申長石・白色石英・微細透明石英吉

良
(内面)N5/0灰 (内面)ナデ

赤彩第35鴎 204 23下 SROl 弥生土器 1% 
む (外国)7.5R4/6赤 (外商)ナデ後櫛描

肩部 器高 (5.0) 1-2皿大昭長石・白色石英・赤色佐子宮tr良
〔内面)10YR6/2灰賞褐 (内面)ナデ

第35図 205 23下 SROl 黒色粘土層 郵生土器 査 3% 
〔外商)5YR6/4によい樫 (外面)縦方向ハク

器高 (4.6) 
1-2皿大申長石・白色石英・黒色ガラス質 良(内面)7.5YR6/3にぷい褐 (内面)ナデ

第35図 206 23下 SROl 飾生土器 壷 肩部 1% 
粒子宮む (外面)7.5YR4/1褐灰 (外面)斜方向ハケ

肩部 器高 (4.8) 1-2岨大田長石・白色石英・赤色粒子宮む 良
(内面)7.5YR5f3に晶、褐 (内面)ナデ

第35図 207 23下 SROl 弥生土器 壷 1% 
〔外商)5YR4/2.灰褐 (外面)斜方向ハケ

肩部 器高 (3.7) 
長石 (1-2皿)・白色石英 (1-3凹)・巣色 良(内面)10YR6/3にぷい黄澄 (内面)ナデ

第35図 208 23下 SROl 弥生土器 壷 1% 
3ゲラス質微量含む (外面)7.5YR4/2灰褐 (外面)縦方向ハク

l皿大昭長石・虫色石英吉む
(内面)2.5Y7/2灰黄 (内面)ナデ

第35悶 209 23下 SROl 弥生土器 壷 胴部 1% 器高 (3.3) 
良(外面)10YR7/2にぶい黄櫨 (外面)櫛刺突

器高 (2.8) 長石 (1皿)・白色石英(1-2凹)脅tr 良(内面)10YR4/1褐灰 (内面)ナデ
第35図 210 23下 SROl 弥生土器 壷 腕部 1% 

(外面)10YR6/2灰黄掲 げ十薗)櫛描

l皿大白長石・白色石英吉む
(内面)10YR5/2灰黄褐 (内面)ナデ

第35図 211 23下 SROl 黒色粘土層 弥生土器 壷 胴部 1% 器商 (3.9) 
且(外国)10YR7/2によい黄櫨 (外面)ヘラミガキ

1%器高 (2.7) 1皿大申長石・白色石英含む 良(内外商)5YR6/4によい燈
(内面)ナデ

第35図 212 23下 SROl 黒色粘土層 弥生土器 壷 胴都
(外面)縦方向ハケ

胴部 1%器高 (3.5) l皿大の長石・白色石英・ 5凹大申喋官む
良(内面)10YR6/3にぷい費樟 (内面)ナデ

第35図 213 23下 SR01 黒色粘土層 郵生土器 壷
(外国)10YR6/2灰黄禍 (外商)櫛摘羽状文

器商 (7.8) 1-2醐大の長石・白色石英吉tr 良(内外商)2.5Y7/1灰白
(内面)ナデ

第35図 214 23下 SROl 弥生土器 壷 胸部 3% 
(外面)櫛描

(内面)10)ヨR5/1褐灰
(内面)ナデ

第35図 215 23下 SR01 弥生土器 壷 頚部~肩部 1%器商 (3.5) 長石 (1皿)・白色石英 (1-2皿)含む
良(外面)2.5YR5/4によい赤褐

(外面)へラミヵ・キ後

櫛描

(内面)横方向ハケ後

1回大の長石・砂粒・ 3醐大申磯含む
良(内面)N5/0灰 ナデ

第35図 216 23下 SROl 県色粘土層 弥生土器 査 頭部~肩部 3% 器商 (5.2) 
(外面)7.5YR2/1黒 (外商)ヘラミガキ後

櫛描

(内面)横方向ハケ後

5% 口径 (31.2) l皿大の白色石英・長石含む 良(内外面)7.5YR7/3によい檀
ナデ

第四図 217 24上 SR01 黒色粘土居 弥生土器 哩邑 ロ縁部
器商 (8.6) (外商)縦方向ハケ後

ナデ

1%器商 (5.8) 1聞大の長石 虫色石英官む
良(内面)10YR8/3浅黄燈 (内面)ナデ

第36図 218 24上 SROl 跡生土器 哩昆 口縁部
(外面)10四 2/1呆 (外商)縦方向ハケ

第36悶 219 24上 SROl 黒色粘土層 弥生土器 聾 口縁部 1%器高 (4.3) 1皿大申長石・白色石英・ 3四大申様舎な
良(内面)7.5YR7/4によい燈

〔外面)10)浪2/1黒
(内外面)斜方向ハケ

1醐大の長石・白色石英吉む
(内蘭)10YR4/1褐灰 (内面)ナデ

第36図 220 24.上 SROl 弥生土器 聾 ロ縁部 1%器高 (3.1) 
良(外国)lOYR6/3にぷい黄櫨 (外商)斜方向条痕

1%器商 (3.0) 長石 (1皿)・微細透明布英官む 良(内外商)10YR2/1黒
(内面)横方向ハケ

第36図 221 24上 SR01 'iIJ;生土器 聾 口縁部
(外商)斜方向条痕

ロ縁部 1%器高 (1.6) 1皿大の長石・微細透明石英・砂粒含む
良(内面)7.5YR6/3にぷい褐 (内面)ナデ

第36劉 222124上 SROl 黒色粘土層 弥生土器 聾
(外商)10Y6/6赤燈 (外面)斜方向ハケ

聾 口縁部 1%器高 (5.3) l皿大田長石・白色石英・ 3岨大の礁含む 良(内外面)lOYR8/2灰白
(内面)横方向ハケ

第四図 223 24上 SR01 黒色粘土層 郵生土器
(外商)斜方向条痕

1%器高 (5.1) 1岡大申長石・白色石英含む
良(内箇)7.5YR6.βによい掲 (内面)ナデ

第36図 224124.上 SROl 黒色粘土層 跡生土器 費 口縁部
(外面)10YR3/1累褐 (外商)斜方向条痕

1%器商 (3.1) 1-2皿大の長石・白色石英吉む
(内面)10YR4/1褐灰 (内面)横方向ハケ

第36図 225124上 SR01 巣色粘土層 'iIJ;生土器 聾 口縁部
良(外商)10YR2/1黒褐 (外商)斜方向条痕

1聞大の長石・白色石英吉む
(内面)2.5YR5/2灰赤 (内商)横方向ハケ

軍部図 226124上 SROl 跡生土器 費 口縁部 3%器高 (5.2) 
良(外国)2.5Y問>/4によい檀 (外国)斜方向ハケ

ロ縁部 3%器高 (7.2) 
l皿大町長石・徴細透明石英・砂粒・ 6回大 良(内面)5YR5/4に品、赤褐 (内菌)ナデ

第四図 227124上 SR01 黒色粘土層 郵生土器 聾
の毒事官む (外商)7.5YR5/2灰褐 (外面)斜方向ハケ

口縁部 3%器高 (6.2) l皿大の長石・白色石英吉む
良(内面)5YR6/4によい按 (内面)横方向ハケ

第36図 228124.上 SR01 弥生土器 費
(外面)7.5YR4/2灰褐 (外商)斜方向ハケ

口縁部 1%器高 (2.6) 長石 (1-2醐)・白色石英 (1皿以下)含む
良(内面)10YR6/2灰賞褐 (内面)櫛描羽状文

第四図 229124上 SROl 5草生土器 費
(外面)7.5YR4/1褐灰 (外面)横方向条痕

良(内面)10YR4/1掲灰
(内面)ナデ

第36図 230124土 SROl 黒色粘土層 弥生土器 塑 口縁部 1%器商 (4.3) 1皿大の長石・白色石英官む (外面)縦方向羽状条
(外商)10YR2/1泉

痕

3%器商 (5.7) l醐大の長石・白色石英吉む 良(内外面)10YR7βによい黄櫨
(内面)ナデ

第四図 231124.上 S且.01 弥生土器 聾 口縁部
(外商)斜方向ハケ
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写真
遺構 l時 焼成図版 器穏 部位 法呈 (cm) E台 土 色諦 調整技法。施文 i詣考

番号
グりッド

j第36図 232 24J二 SR01 黒色粘ゴ思 弥生土器 蚤 日t最古市 1% 器高 (4.5) 1阻大の白色石t 長石含む 長 ((4内ト商面〕〕 150YYMR4/4/1に掲よ政い桂
(内街〕ナデ

(外面)斜方向ハケ?

器高 (3.8) 
l刷l大0)長石搬出透明石英。 5mm大の隊合

(内而〕横方向ハケ後

ttJ3E悶 233 24上 SROl 黒色粘土居 弥生土器 仁1~諒部 1% 
む 良(外而)ウ中弔ヴ/ 、}ヨ":. フトデ

〔外商)縦万向条痕

第36凶 23LJ 黒色粘土用 必生土器 査
|ロ緑~胴部 5% 器高 (11.1)

1~-2酬大の長石・白白石"!Æ. 3mrn大の磁含
良(内外而)10YR7/21こぶい賞控

(内而)ナデ

む (舛両)斜方向ハケ

第36凶 235 24上 SROl 弥生土器 七缶、ュ 日縁部 1%器高 (3.9) J.r.iill大の長石 白色石英含む 良 ((外内而面〕)55YYRR43//42版lこ掲ぶい燈
(内而)

(外面〕

第四図 236 24.c SROl ~8; ノ4 土器 口t否定~"f[l 1% Illl;:1i (3.7) 1
1川大の配一む 良(内外出)5YR6/4にぷい経

(タトf9i)斜方向条痕

艮(内i白)lOYR6/3にぷい貰絞
(内面)槙む向ハク後

第36凶 237 24ヒ 部生こ土器 韮 日結古:]i 3% 器高 (0) 長イOi(1mm) 初細透明石英含む ナデ
(外面)lOYPA/l褐灰

(舛出)斜方向条痕

凡由 (内田)'1.5YR5/2}j(褐
(内田i)横方向ハケf主

拙生土器 口;岳部 1% 器高 (3.6) lwliノtの白色石英含む ブデ
(外[ji)luYR3/l黒掲

CYiTIii)斜方向ハク

8R01黒色粘土J胃 1~ 生ト器 口組 1%器商 (3.3) lnUl:大の長石 a 内色石英合む 良(内外fifi)lO::R6/1禍以
(内田〕

(外面)

SROl 弥生j器 日緑~制部 7% 器高 (11.7) 長石(1mruト臼色石英(1~~2川)台、ひ 良(内外面)10YR7/3にぷい貢控
(内前〕 ハ方ケ後向ハへケラ描
(外面)

羽状文

日ROl 担生土器 言語 口縁部 一叩一附柚粒子宮む
具(内而) (内而)

(外面) (外面) 、ラ描

SROl黒色粕 U¥?i 町グ主土"riri 空3 口五宇部 1%ト高臼 2)11wffi7COJ:b'tT=iーむ
(内前〕

(外面) 、ラ描

え01 曲、生土器 口i軍部 3%器高 (4.5) 1~2mm大の長イ， .白色石英含む
(lfJllii) 5YR5βにぷい赤禍 L内面)ナデ

(外面) 且 L'.V/"-'肌貝1 (封前)フデゼヘラ描

ヨ喜 口総)W 3% I~最高 (4.0) 1~2mm大の長石・白色石英含む l.a 凸 (内而)7.5YR6/4にぶい燈 〔内面)づデ
(外面)7.5YR5/2灰褐 (外面)フデ後ヘラ

ト245 24よ; SR01 黒色結土居 祢生土器 雪量! 円緑部
(内面)7.5YR5/2灰掲 (内而)フデ

1~21聞大の長石・白色石英含む 良〔丹市)7.5YRL1jl褐以 羽(外状面文)ハケ後ヘラ

第37凶 246 24上 5R01 黒色枯二i層 路生土器 蜜 口j京都 5%器高 (6.3) l'-2mm大の長石・白色石英含む 艮 (内外面)10YR5/2灰黄褐 ((外内面田〕)ハナケデ後ヘラ

第37図 247 ケ01
黒色枯土 弥生土器 認 腕部 3%器高 (8.0) 

li内面) lOYR6/1.Î~1灰 (内一
1剛大の長石陥白色石英含む .t't le外間)lOYR4/1褐飲 (外面)ハケ後ヘラ

羽状文

節37図 248 24下 SR01 黒色粘土層 lりb部 5% I器底高筏 (3.6) 
(5.8) 

第37図 249 24下 SROl 弥生土器 底部 10% I器1山4お壬高町玉 (3.5) 
7.5 

黒雲母多く含む 良(内外面)N2/0巣 1>内面) "7デ
(外面)不明

(内面)ナデ

第37図 250 8Jミ01 巣色粘土屑 抗生土器 底部 10% 
5.6 

1-3阻大の長石・白色石英多く含む 良(内外商)10Y且6/3によい貰燈 (91商)向ヘラミi総代巌
〉ゲキ?

第37凶 251 24下 SROl 都主主土器 底部 3% |絹抵径 (4.1) 黒雲母多く含む
良(内面) (内面)ァデ

|網間
(8.35) uト而) (外面)ヘラナデ

間 (1叫凶石英叩斗 (内面)10YR6/2灰賞褐
(内四)ナデ

体i剖r SROl 黒色出土屑 底部 5% (舛田〕縦方向ヘラミ
(6.32) 母 p (外面)7.5R4!4によい赤

ガキ

第37図 253 24-f SROl 黒色粘::l摺 弥生土器 底部 3% 
出高 (3.45) 

長石 語、雲母寸ゆ主主・微細透明石英含む 良(内外面)7.5YR5/4によい褐
(内商)ナデ

底径 (7.2) (外面)縦方向ハケ

器高 (5.4) 良(内面)10YPN3によい賞褐
(内面)フデ

第37図 254 24T SROl 黒色粘←i精 弥生土器 底部 3% 微細-2皿大の長石多く含む
底径 (7.75) (外面)7.5YR4/4掲

ナデ

r-
255 24下 SROl 黒色粘ニL居 Ijd¥生土器 底部 5% |器底径高 μ 砂粒白黒色粒子。赤色粒子多く含む

良(内面)2.5i6/1黄灰 (内面)棋方向ハケ

(7.9) (外面)7.5YR7/4にぷい櫨 (舛前)斜方向ハケ

良(内商)10YR4/2灰黄謁
(内面)横方向ハケ後

第37図 256 20  弥生土器 底部 3% 微細透明石英・白色石英・長石。相粒含む ナデ
(7.1) (外面)'(.5YR4/2灰掲

(外面)縦方向ハケ

ト一一一一

第37凶 257 24下 弥生ヒ罷 底部 10% 砂校多く含む・長石・石~~少主主含む 艮 ((外内面面)) YR5/2氏賞褐
(内面)ハケ後テデ

(7.06) (外面)斜方向ハク

第37図 258 24-卜 SROl 黒色粘土層 弥生土器 底部 3% 
器高 (5.5) 

長石・砂粒微細透明石英含む
良(内閣)5YR5/6明赤褐 (内面)ァデ

f町号痕
底経 (6.7) けト函)N3/0暗灰 (封面)縦方l白Jハケ

第37凶 259 24下 弥生土器 底部 15% !器底径高 臼 3) 畑仕フミ0)際。相粒多く含む
良(内面)10YR7j.ょにぷい黄桜 (内面)積方向ハケ

6.7 u面)5YR7用者主 (外面)ハケ千長ミコゲキフ

ト一一

24下 黒色粘土層
ュと|寵 h 母一…く勧

良日K内外面面〉)71m5YRm7/4阪に開ぷぃ続 (内面)ナデワ
(外国〕不明

- 70一



日±
胎 土 色調 調皇室技法・施文 |備考

i「蜘悶お図配山山|凶川閣2お矧叫6臼1 1，自民生土器| | 底部

底部

底部

!琵部

弥生土器

(内面)横方向ノ、ヶ後

良 Ic内外国)!OYR6/3によい黄控トナデ
日外国 世方向ケ

れ内面ナデ l 
以r，，=¥!.干 ι|絹(，痕K剤一面斜五臼 ケ i 

l~内外面)ハケ後ナ1
デつ
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野長
(内面)7.5YR7/4にぷい澄 (内前)ヲデ町一ト| …を

ト第一3一9一凶一iド91お上問2 怖生土器 蚕 頚部 1%器高 (5.2) 11皿大申白色石拠。長石含な 良(内外商〕川Ro/2灰黄禍 l|(〔外内面国))純フ文デ後ヘラ描|! 

ト第一3一9図一 2921~15上 SRC2 明賞褐色砂層 i |弥生 k探 査筆 頭部 1%器高 (4.1) 11-2凹大の長石 白色石英含む 良(内舛百)10YR4/1褐灰 ((外内面商))縄ナ文デ後ヘラ措

第39図 293125J: I SR02 明黄掲色砂層 弥生土器 壷 頭部 1%器高 (2.8) 11-.-Zmm大の長石白色石英肯む 艮(内抗面)10YR5ρ灰責褐 li外内面面)〕縄ナ文デ後ヘラ描

l第四国 2E42汚 K ER02 弥生 1:器 壷 胸部 1%器商 (4.8) 1剛大の長石・微細透明石英 e 砂粧台む 良 ((外内而国))1100YYRR46β/1掲によ灰い貴棒 ((F内面前))ヘナデラ指

第回図 295… 鮎山一土坤器豆 l附 一付…2幻川山)川川1加剛一英…長陥問石硝青む 良一加一/ (外面) 、ラ描

第四国 296125上 SR02 明党褐色砂周 弥生土掛 讃 肩市1 1%器肖 (4.4) 長石 (lmm) 白色石3 (1c-S.5rnm〉含む ((外Fh面l))1100YYiRM7J/11灰褐灰白 ((外内面前))ヘフデラ拙ワ

(内面)ナデ

第四悶 297125上 SR02 明寅褐色砂層 弥ヨニI:-f;~ 壷 頭部 3%器高 (6.2) 1;-2聞大の長王l 白色石英 o 4mm大む磁合 (内雨)'<3/0暗灰 (外国)ヘラミガキ後
む (外商)'/5YR8/6浅黄撹 ヘフョ創

第39図 2981 25上 SR02 明黄褐色砂陪 弥生土器 3%器高 (5.0) 長石(1Rrn) 白色石英(1---3mm)メ正日ル (外国)10YR.411褐灰 ((外内市面〕)ナへデラ描

L一第一一四一一図一一 300 125上 SR02 弥生土器 1%器高 (2.9) I~剛丈の長石・白色石英・黒雲母・微細透良 (内面)10YR4/1褐灰 (内面)ナデ

明石英含む (外両)10R5/6赤 (外面)ヘラミガキ

i第39図 3011お上 SR02服組問 弛:間 凶器高川日阻大0)長石他国微透明石英良 I(内市)川淵灰 I(内面)フデ
的 |(外函)1叫赤褐 |(外面〕縄文後ヘラ描

(内面)斜~横方向ノ¥

|第40図 3021 18 I SR02 弥生土器語 口綾部 10%詰(間)川知長石・微細透明日附的 良側面)7.5YR，側褐 ケ

(外面)斜方向ハタ

(内面)lOYR5/2灰責褐 (内面)1!i1151"J"'" I I 
第叫図 m お上 SR02 亦生土器 窺 日榔 13%器商州国大自白色石英長石含む (封面)10YR3/ム黒褐 (外商)

工=羽上 8R02 弥生ごl器 蛮 口縁部 開器 高 (3.4) 11 丈の白色石英知む (内面)10YR4/1褐灰 (内面)土:c 剛 (タト而〕剛黒 (外面)

i第岨凶 3田 25.1::1 SR02 弥生土器 お 臼縁部 3%器高 (6.6) 11 大の白色石英・長石含む (内面)7.5YR5/3t:.l-!:¥"¥11O IC内面)紋ヲデ
阻 (舛面)N2/0"， I(列面〕斜方向ハグ

ll--l i (内面)様方1"1ハケ後第40図 306125上 SR02 翠 口緑部 3%増高 (6.0) 11剛大の白色石英長石含む (外面)7.5YR4/1掲灰
(外面)斜方向条痕

3071 25上 SR02 言語 口縁部 3%器商 (6A) 11 大の自色石英・長石首む (内面)7.5YR6/4によ川号 (内面)在幼向ハグ
阻 (外面)1OYR3/1黒褐 (外面)斜方向ハケ

308125J二 日R02 弥生土器 蛮 口緑部 1%器高 (4.9) 11剛大の白色石英 長石含む ((外内而面))7105YYRR35/β1黒に掲ぷい褐 (げ内面高))板斜方ナ向デハケ

第40図 309125上 SR02 弥生土器 到 口緑部 1%器高 (3.8) 11皿大の白色石英@長石含む 良((外内面面)〕ワ5Y5RY6R/74/に3にぶよいい燈桂 ((外内面面))斜フ方デ向条痕

第制A服畑113101?5e 1 SR021 I ，~.'Þ H~I 'f<! 1 ot"iffi 1 1% llii¥il'l; 14.11 11mm7cO)H1'o.;C;". .]l1';[o;'Hr 1 W. IIV，]j'.i!iil 7.5YR41ll%ik 111内何面)横方同ハケ

一」一一一一一一一一
-lー一4一ν一←白一一一山一-一u一iー、u一u一一 弥生ゴ器 蛮 口縁部 1%器高 (4.1) 11凹大の白色石英長石含む 良〔内外国)75YE、4/1褐灰 (タ前)iftブJ向条痕

(内面)横方向ハケ後

l 第40悶 311125J: I SR02 にぷい黄褐色砂層弥生土器 :nG 口縁部 3%器高 (5.5) 11四大の長石・白色百英含む 良(内外面)7.5YR6/3によい褐 ナデ
(外面)縦方向条痕

1"= ". . M"='~ "....， ~.'. 1 R I(内面)10YR岬褐 (内面〕ナデ
第40図 312125J: 1 SR02 明貫褐色砂層 弥生土器 口縁部 1%器高 (4.8) I長石(1-4皿)白色石英(l1mm)含む J良 (外面)N2/0黒 〔タ面)検方向条痕

第叫図 313125上 SR02 弥生土器 蚤 口縁部 1%器高 (3.9) 11聞大の白色石英 e 長石含む 良(内外面)75YRSβによい褐 ((タ内面面)〕横斜方方向向ノハ、ヶケ

ー し (内面)続方向ノ、ケ後

第40岡 314125上 SR02 弥生土器 翠 口縁部 1%器高 (3.6) 11rnm大の白色石英・長石含む 良((外円面商))7105YYRRG6//34LγJぶ之い、責櫨撞 ノL ア'7"' ! 
-~，. I(タ面)ヘラ措 ‘ 

第40図 315125上 SR!02 弥生土器 琵 口縁部 1%器国 〔nο7) 11凹え-の長石。微細透明石英砂粒Aョむ 良(内外前)10YR211黒 ((外内而面))依縦方ナ向デハケ

第40図 316125上 SR!02 弥生土器 露 口総部 1%棒高 (208) 長石(1-2叩) 白色石英(1mm)含む 良(内タ面)10YR311j黒褐 ((外内商面))横斜方方向向ハ条痕ケ

トー一一一

第40図 317125上 SR02 弥生土器 語 口縁部 1%器高 (3.6) 11皿大の白色石英。長石含む (内面)5YR5/3によい赤掲 (内而)ナデ ! 
(外面)5YR6/6畳 (外面)斜方向条痕 | 

十一

72 



一-'73 



l写真 1
図版1:;:;;::1遺構

|図版|
番号1;;;~I グリッド

1 ~ 0 IC'"I番号 1

層位 種別 l器誼| 部位 Ti法 (cm) 胎 土

可ト;::;コ三母
士ll:l--ァ Pi!<オ市立1-3m.m:kOJM&蹴多〈含む

一…任回一E止EE子;--2mlニIJ)長石白色刷合む 日22MU貴掲 1Z111:
出土附占土府 吐ι酬酬と町一会計良型型七日ヘラ描l

l向上 色宇土 昨土壷頭部 正 大 長…ト褐肱川

r凶凶ゴゴ|出づ土ぺ 七剖Hプ三ぺづ土土(5.土竺o.ど土.9土γ一9)つ7ナ:ゴア)L凶叫四航大主 己正に十正J;…::5hJ:二唱:山:羽叫叩…:M:刷:硝
!第岨叫叫山…凶削山山3お初5貯71 19 I D一イイ 帥一土器 造 口吋歪1古;2;肩 1附コ品%需 j2;; f 蝶…(臼…2叩叩〕付川川(何…)げ川川2幻叩5釘一Y
司;爪「平九円:川可l小~llトべ一イ村j十戸←黒叫叫一帥蜘土居ιl弥司7戸干両日1剛以下の師白一合む 日例外面)2.5Y… 戸「
第42図 13591 26_l: 1 D-1 1黒色粘土層 弥生土器l査 日司自i

第43図 13曲|お上!B-2!経時掲色附土用|弥生土器| 蓋 | 日縁部

3%協同 (4.0) Ilmfll大自長石 白色百英含む

1% I器高 (1.3) 11川大町長石・ H色石英含む

(内樹〕
良|

(タ面)

良 I(内面)10YR2/1黒
I(外商)7.5YR6/6極

岨 l部 i H 叩 叫 内山U 問ヰム
(内面)ナデ

第43凶 1362126上 C-1黒色粘:I:J習 弥生土器 壷 口綜~頭部 器高 (8.1) 蔀色粒子含む 1帆以下の長石多く含む 良(内外面)7.5Yl.日/4によい控(外面)縄文役ヘラ描、
ヘラミガキ

(内面)ブデ

第43図 1363126上 D-2呆色粘土層 5主主主器 産 口縁部 器高 (5.3)l四以下の長石ー石英・黒雲母多〈心司、U 良((夕内、面面))1100YYRR46/13果に褐ぷぃ賞後 条(タ痕ト函)ハケ後櫛措、

第43凶 1364126上 1D-1 1黒色粘土層 i弧生土器i壷 | 口蒜部 1 1% 1器高 (3.6) 11四以上の長石 E 石英・黒雲母多く含む 艮 li外内面面))7755YYRR46/A4掲にぷい燈 ((外内面面))条ナ痕デ

第43図 3651261:1 D-2黒色占土層 弥生土器 壷|口縁部
l州大の長石 白色石英ー黒雲母・微細叩

1% 1器高 (3.7) 1 起|良 I(内外面)10R5/6赤
明石英含む

第42図 366126.01D-2黒白粘土居 住土器壷|

第13図 :::n712fi上 1D-2 黒色粘土冒 拡生二?器 壷

第4-2図 368126.01A- 川橿暗褐色 E 賀土層~~生土器 藷
:;日??:JiiJF

第43図 1369126上 1D-zlにぷい費褐色砂層 1，$生土器l 壷 口緑~頚部 3% 1器両 (4.9) 11皿大の長石 白色石英含む

ト一一←一一一寸

第43図 1370126上 1D-21黒色粘土層 1跡生土器| 壷 i 口縁部 1 1%1器高 (5.7) 11阻以下の長石・石英少量含む
(内面)2.5Y3/1黒氏

良|
(外面)2.5Y6/2灰賞

第43図 1371126上 1D-2 

川主
第43図 1374126下 1D-21黒色粘土層

出375126TI D-1 I黒 土層

一日土己竺?以下何回く町一l1ー

!跡生土器| 壷 |口縁~頚部 17% 1器高(10.9)13皿以下の長石 石粒多く含む
(内指)7.5YR7/3によい極

良|
(タ面)10YR6/2灰黄褐

(内面)!OYR7/4にぷい黄畿
郵生土器| 壷 | 頚部 110% 1器高 (6.5) 11-5剛丈の長石合む a赤色立子多く含む|艮|

(タ面)5YR6/6糧

(内面)7.5YR6j6燈
跡生土器! 壷 | 肩部 1 5% 1器高 (4.3) I長石〔微細.~3凹)少量含む !良!

(外面)7.5YR6/3によい褐

拙土器|て二二止に己主主ここで?く古川良liZE出品

74 

(内面)ナデ
|赤彩

(外面)縄文後へラ描

〔内面〕ナデ

(外面)ハケ後ヘラ描

(1面)ナデ

〔外面)斜方向ハケ

(内面)横方向ハケ後
ヲデ

(外面)純文後へラ描、

ヘラミガキ

1m敵



認芸技法・施文調

(内而)2.5Y6/2灰責
良|

(外面)10YR4/1掲灰

色土

一日

む

音

色

く
ぐ

る

J

多

母

磁

雲

黒

母

・

雲

芙
黒

石

石

石

長

長
の

の

下

下

刈
4

A

J

人
ー
と

凹

醐
1

1

 

)

)

 

7

1

 

6

6

 

(

(

 

高

一

向

器

器

ー

l

i

%

%

 

3

1

 

胎昔日立

頭部

頚部

議部

頭部

壷

間t生土器| 蚕

郎主主土器i壷

弥生土器

75 -



?ーーーー一一柏町 一一一一一-一 一一 「ー

遺J茸 射役戸 部位
残存

法量 (cm) 胎 :仁 焼成 色調 調整技法・施文
容号 グリッド

第44図 405126下 C-1 黒色粘土居 肩部 1% 器高 (3.9) 11川以 Fの長石多く含ひ 良
(内面)

(外面) (外面)縄文後ヘラ拙

(内面〕ナデ?

第44図 405 26-ご C-1 黒色粘土層 壷 肩部 1%器高 (4.3) 1mm以下の長石。石英多く含む 良(内タ面)10YR6/4にぷいi断書 (外面)縄文後ヘラ描、

ヘラミガキ

第441~司 407 26下 D-1 黒色粘土居 弥生土器 震 胸部 1% 器高 (4.6) i回以下の長石・石英・黒雲母少長官む
(内面)不明

(外而)縄文後ヘラ描

(内面〕ナデ

第44凶 408 26下 C-l 黒色粘土居
盟主主2

肩部 1% 器高 (3.8) 1酬以下の長石多く含む (内外面)7.5YR6/4によU佐 (丹両)ヘラ摘、ヘラ

ミガユγ

第44図 409 26r、 D-2 明黄禍色砂限扇 弥生土器 1% 器高 (2.9) 1凹大の長石 (J色石英・ 3mm大の曜T青む
良 (内面)10YR4ni<号以 (内商)ナデ

(外前)10YR5/2氏賞褐 (舛前)へラ描

第44凶 410 26下 D-2 明責褐色時限眉 部生止器 :1lli I同昔日 1% 
標出す高 2日吋 1長石(1，-._.2I11J1l).白色石英 (1-3剛)多く・ 良(内面)10YR7/2にぷい責詣 (内面)ナデ

記跡目透明日英含む (外面)10YR4/2灰貰掲 (外面)縄文後ヘラ描

第44図 411 26-I'ID-2明黄褐色砂礎屑 跡生土器 壷 胸部 1%器商 (3.5) 明民石石英(合1mひ")・白色石英(1--2mm).微細透 (内面)10YR5/2灰黄禍 (内面)フデ

(外部)10YR4/1褐灰 (タi前)ナデ後ヘラ描

「一一一一一

! tl~~4図 412 26下日 2 明寅褐色叩際閉 弥生土器 f註 胴部 1%器高 (31) I:illm大の長石・白色石英・微細道明石英合1.良市 (内面) (内面)ナデ

む (外面) (タトI而)ヘラ描

第44図 413 2G下 D-210J武褐色砂喋層 拡当土器盈 胴部
3% 1器高 (5.5) 長石 (lmmト白色石英 (1，-._.4mm)。呆孟母 (内而)10YR5/3lこぶい貰嵯 (内市)フデ

(タト面)10YR5/2灰貢褐 (外面)ナデ後ヘラ描

414 26下 D-2…叶宣頚部
(内面)j-デ

(外而)縄文設へラ描

一2It::~~\，賀褐…胡壷|胴部 1%器高 (3.2) 大の長石・白色石英暗黒雲母.t?{*m透 (内前)lOYR6/2灰貰褐 (内同)ナデワ

明石英含む (外面)10YR4/l禍灰 (外面)縄文後ヘラ描

1%器高 (34) 1:皿大出:5t石 白色石l¥. 細透明石英台、 ((外内面聞))7105YYRR86//34浅に黄よ椅い檀
(内市)ナデ

26-FID-2 明黄禍色砂際層 強生土器 夜 肩部 (外面)縄文後へラ捕、

ナデ

261' 1 D-2…畑i…壷 頭部
1%器高 (5.2) I!，，:~:I~:;;;~~!~ .. :白色石英多く島県、雲母 "" I~内面) 10YR6/2D黄禍

'_u 1 > ，  I(外面)5YR6βiこぶし崎 I!ナ』内トデ商一H~丈後 ，地

(内閣)ナデ

1% 器~i (5.2) 砂粒多く・ 1~3mnr:içの長石含む sl I(内外国)らYR6/8桂 (外面)縄文後ヘラ描、

へラミ Eゲキ

3%器高 (6.9) I!明脚石大英の含長む石・日色石英・黒雲母 微細透 ((j内面面)〕 1100YYRR55//12掲灰灰黄褐
(内面)ナデ

(外面)#!BJtiit̂-7'描

針。器高 (4.6) 12"以下の長石・黒雲母多く台む ((外内面面〕)1705YYER66//33に1こぶぶいい責れJ燈
(内面) 、、ケヶイ後たナ縄デ文、

黒色粘土居 !応生土器 産 (外面)

ヘラ描

3%器高 (5.1) 内閣以下の長石・石投多く・ 1川以下の石~Jt良 I(内外面) 10YR6/2灰責褐
(内凹)フデ

黒色粘土居 郁生土器壷 肩部 (列国)ハケ千対国ユ仁、
少量告む

へラ描

づ27上

(内面)lOYR4/2灰貰褐
(内面)ナデ

第44図 弥生土器 壷 胴部 3% 器商 (6.2) 1mrn以下の長石多く含む
(タ面)10YR3/1黒禍

(外面)縄文主主へラ描、

ヘラミガキ

第44図 423 27上 C-2 呆也粘土層 弥生ごl器 三宣r::;: 頭部 1%器高 (5.2) lmlil以ドの長石石英多く含む
良(内面)

2氏賞褐 十(外間〕 (タト前)縄文後ヘラ描

C-?， 

第44図 42Lj 27上
東 lレ

1B;生土器 壷 頚昔日 5% 器高 (4.8) 
長石 (2阻以下) 石英(l皿以下)多く含 良(内面)2.5Y4/1黄灰 〔内面〕ナデ

ンチ内 む 〔タト面)10YR4/2灰黄禍 (外面)綿文後へラ描

の1詰

良(内面)
(内街〕ヲデ

第44図 425 2ワ上 D..J 黒色粘土居 弥生土器 壷 』岡部 1%器高 (7.1) 1mmJλ下の全雲母長石多く含む (外面)縄文後へラ描、
(外面) ヘラミカhキ

川町長石石英… F 〔内面)2.5Y4/2"昔灰黄
(内田)ナデ

第44図 426 黒也粘土居 弥生土器 壷 胴部 1%器高 (3.4) 
〔外面)10YR2/l黒

(外面)縄丈後ヘラ摘、

ヲデワ

」一←一一一一一L_ーー
(内面)不明

壷 と
tW44図 427 27_tl D-1 黒色粘土層 弥生土器 1%器高 (4.55) 1mm以下の長石。石英・傑多く台、む 良 (内外面)2.5Y3/1黒田 (外面)統文後ヘラ摘、

すデつ

第4'図 428 27上 D-1 黒色粘土居 弥生土器 壷 頚部 1%器商 (3.8) 
黒む雲母多く含な・ 1皿以下の長石・石英吉一台

(内外面)10YR4/2灰寅褐
(内問)ナデ

(タ函)縄文f麦ヘラ描

第44図 429 27J: D-1 黒色粘土層 弥生一|二器 査 頚部 1%器高 (4.2) 1剛以下の長石・石英・黒雲母多く含む 良 (内外面)10YR6/3によい黄櫨
(内面)ナデ

(タト而)縄文後ヘラ描

430 27と D-1 黒色粘土居 弥生土器 査 頚部 1%器高 (2.8) 1mrn以下の長石石英。泉雲母多く含む 良
(内而)10YR5/3によい黄褐 (内面〕ナデ

〔外面)10YR3/2黒褐 (外面〕縄文後へラ描

431 27上 D-1 黒色粘土層 抗生土器 宜古 頭部 1% 棒高 (2.4) 1川以下り長石・石英・黒雲母多く含む
良(内面)10YR6/3によい賞燈 (内面〕ナデ

(外商)lOYR3/1黒褐 (外面)ヘラ摘

第44凶 432 2'1ょ D-1 明黄褐色砂礎層 弥生土器 査 』同部ワ 1%器高 (4.6) 1rnm大町長石。白色石:Y!と含む
艮(内面)7.5YR7j4にぷい溢

(タ卜面)7.5YR6/6撞
((タ内面面))ナデ 、ラ描

ffii4.4図 433 27上 D-2 によい黄褐色砂層 都生土器 間一世 Hco部 1% 持高 (3.5) 1n川聞大の長石 z 白色石英吉u 良 ((外内面商))7755YYRR75//33ににぷい燈
(内面〕ナデ

(升困)へラ描ワ
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位 | 穏別 |器官

弥生土器l歪

弥生土器| 譲

胎 ごk 誠謹技法施文 |備考

バ内面)不明
1~3mm大の石英多く 1m叫え下の雲母」量1~ IC肉両)lOYR4/2版黄褐 じ1，'=く1%1器高 (3.3) 1~~_~HliIV""_.I'f-I~"，-，= Y '¥ --'-l!!LH，':;A I-Vf~ ，^，-F_Y __I 良 I;~，:~~ ~v，..~~"I~~::;::I'<OJ Ic外国)ヘラミガキ後
含む 1 >， IC外面)7SlR4/2灰掲 1'''-".， 

門 r7， I 

ドヘフ宵

白色石英 (lmm) 黒雲母|向 Ic内函) ;町R刊によい賞授 Icf'l面)ナデ

λIC外部)lOYR6/31こぶい貫主R ICJト函)

(内面)10YR3/i祭司
良 l

(タ百)10YR5/3によい貰掲

「一一一
(内面)ヴデ

(外商)縄文後ヘラj主



一一一一一一一一一一一一

向
山
口
ー
院
国
ゴ
刊
ヨ

犀
川

; ~--"~'~-'~=r:1--'--':'~一戸弓
む~加 石川 4IlUll:;\:の川 iZE; 目立法被 $jf~

!)fj¥生土器| 査 l肩-fJ同部 13% 1器高 (5.5) 1長石・白色石英(微細""_3mm)含む |良 I(内外国)10YR5j3にぷい賞掲I(内タ商)ナデ

弥生岬| 壷 | 問 I 3%嗣 (37) I旭川崎石 .:[1粒多く・ 1皿以下白黒雲|叶(内外国) lOYR6/3にぷい制I~内町〕ナデ I I 
Iffl:9fi含む 1 >， I"U""" .o.nv， v ， v~.' 外国)純文後ヘラ描 1

目 "U_，"_ ~n ~~ Ilmm大の 。白色石英.í~ 細透明石英吉1 ~ I(内面)10YR8j2灰白 I(内面〕ナデワ ト日J
跡生土器| 京 1 1，肘 「 踊 2 の 1~'~''' l/ '-V...'~PVI-4 ~ L)'1-l;;;-::' - w;，IPi~ie';Q"J-I ;:!>':;~1 良 I~I~，~~~ ~~~~~:;_:~'-'-l I~~~:~ ~ / . =.r-t..1通常 i

|山ト 山り|む 1 " 1ω午前)lOR5 事 IC丹市〕侭文後ヘラ描|別ノ i

1 ...1""守 的 L .，~~ ，.~ ......v...v .. "'.n~". 白 IC内市) 7.5Y5!l灰 I(内而)ナデ
弥生土器| 壷 1 111'部 l%lfiii高 Pり 11剛以下の長石。白色石英微百合む |良 I;~}~~ ~'~:Y~:r~;~~_ I;~，~~~ / / ~__r<H_1 1 "'1""'" vーノ 1...."，.."" .， ~'H~ ，....，"H I"I()，面)7.5YR'I/4によい極 IC外面)純文後ヘラ描 I

ト一一一→「一一一一一一斗 トベ l トー→

第叫|掛12TFIC-11黒色粘土照 |弥生土器|引 開 |叫器 南側 下の 長や 開票 雲崎 市む |良li嬬 ;52伝説い鵡 li嬬註Pごみ

ゥ ーア F 岨 no"".'.. 品 ι ，"， 司，. 1 "".I"，，~ ，......1. .L"H~ ，.."......v~.. 1 ~ I ， .L'.，~. ，.."~..，"，._.，， I(内面)ナデ I 
第45図 4'10127下 D-111花吉 弥生土器室 町~ 1 3%器高 5.35)llmn にの長石@白色石~~含む 1 R 1 Cr~jHm) 10Y 掲 I~'，.:~~ '..~'''.. ，....，1 1 
~.山 Z “ ん -'-"'-.<LJTJ-l_← { 叩 且 ""  ベ V..ν ム品 〆 1 ... 1" '" ......HV'V'...." IC外面)ナデ麦ヘラ描 I

一一 一

時一一向_'， -ヲ ，，，，，ウ 今回 士 一" マ τ ロ~ r. "_， 13mmJ下の石版ベ.lmm以下の長石 m石英|内内I1rr)10YR7/3こぶ貫主 内而不明 I 
第45図 4711271' 1 D -1 1.長色粘土胃 羽生土器盃 』〓 1% I{í~高 4.15) I~ι工中一 i良 :二;二.~'" _ ._V~. _ご品 二一 心 l
却む出""" ， ，'--. ，-市」 円 l 一一一」叩出 ム 臥 4τν 」宣吉む ド， I(外出 7.5YF侭こよ萱 (タ面ナデ後¥ラ噛!

ん→""¥......"""，ヲ 山 内函ーデ I 
第45図 472127下 D-l 黒色位二信 弥生土器 壷 時 1%器高 :i.7) 11mmι 下の長石 E 石英・黒雲母l，t量含む卜良 一=::;Lrn、此 ト前前方向ケ後|町出三白白 ム - ' - ，_一一心 一 _L.-n'"且 i ム ロ可 U ム… 「ドタ回 目 R'7!4こよ U楼 二三i¥¥帆内 つ ! 

一 1，よ工、刊一一相 I(内商)不明

搭45図 47312 下 D-2 明黄号色 tìÞfà\V~ 弥生土器 壷 胴部 '"器高 9) 11f1111r7Cの長石激剤透明石英砂粒古む|良|川二¥1{H〓 日外面)縦方向ハケ後 1 
川町一一川山 |櫛描 ! 

I 1. ~ ~_~ _~，.....h.. .. ，，， -.....~I I(p内面ナデ? I 
L待問 円 打開~，.. 剛" ， = ，_，，~， t '"'' I "'" 百 " 口勺一 " 1，剛以ドの長石明石粒多く寸川以下の石l じい ， '-7~ 唱て T~~ ，n ，_ ‘ 五ユ "I;~""~~ ，.. C" 制 j 
!第凶 474127下 D-h黒色土居 弥生土器 護 官官 I1%器品 4.f 二 ， """'1良川句ト商 10YR7!::l!:よ紫燈K外面)へラミガキ後 i 
I~""山 ττω ι 山市]比一白 ".ーL~ 日 ザ ロル ム 日刈 英音色粒子少昆合む 1 いい件 晶 ，，，- 斗仏 、..ι"1 I 
I I~ ，.".~."" 7"" u 1I抑描 ~ 

1-...町 一円} 問，.，_，"'，.= 昨日c..， 0"，' -'''" '=手 門 町コ一年 戸 3rnfll~ 下の石粒多く 1mm以下町 。 英1 い→ん Z 内門川町畠 ト
ド~45図 47512 下 D-1 黒色粘土冒 弥生二二器 壷 属音 7o/r器高 出 む |良ド内外面 2臼 7/?灰黄 j 

I l いマ-_.~~ ~"".h ， ..，~..~_.，.I I(内同様志向 ケ後
1ザ戸市一一--，~目 L 田 吉 間 コ『 門n' 13mfll!下の長石 e石粒多く l剛以の英1，，， 1 にぺ二 ，y，/-.'， 仇

l第 45図l!，_7fi127下 D-l 黒色占土層 事生土器 賓 肩部 fi%器i1% (8.~ ぷよ _".H H ，~，，' ........-...， _"'''，良 I(内外面)5YR6/3にぷい告を けデいす出企 μ ) 止市 I-'<'fL ゴ /ー」ーL.'i，~.， -"~. JI-J 1-1.- '''fU ロ ".. 品量含む 1 "c 1" u ，~， .....w'v^'".. ，'~ I; ，.:~ ヤ b

I ド正"'-'u μト商櫛描

l I C-2 I 1 

i 均同叩…~東ト 肝 L ロで 1"" I"，，~ ...". 1.. '''~"，..~ ~V.. ~"G ，...b 'A... 由| い:rJ~面ナデ I j蜘図 477127下ご拍 弥生協壷 阿部 開器高 3.8)11rnmJ:下位石。石英 E 黒割引含む同 I(内外回 7.5YR6/G按 脳部入問 I 
I 10;苦

1$45悶 478127下 C-2 黒色粘土層 師団壷 附 1.o/r踊 3.2) Illf以下傾石・抑制 I sl I 黄岡弘 l 
h宮山町門戸 川 十円《件&い闘 方..~閣官 同 7 唱田守ー で |合! 日内閣ナデ
戸一、丸ゐ o "" ，==~，，_ム胃 一~叩出 ロ ム畑山 白ヰ仏 'v.. W 'H"7.. ~U 1 ~ I"U'-~" v.......~"'.."v.，，， I(外面ヘラ描

第必凶 1479127下 1D-21黒色粘土陪 弥生土器l壷 肩部
l長石(1-3凹)・臼色石英(l-2mm)・3mml " I(内面)10YR5/3によい黄掲

1% 1器高 (5.4) 1:':"':::';';" ，~'~'. ，~~~;'_， v'" "......， "''''''1 R 1 
1大の黒色ガラス質含む 1 >， I(タト面)10YR4/2灰責褐

(内面)ナデ | 
(外商)縦方向ハケ後|

ヘラ描 1 

引引:4rド::::一:1一J一一 (ニ午Jrfrffrr六に:t亡t亡:::二::::;;開一微目問問I:;1r;;::1:間出:E忠間出:芸説時:訟時誤鴻言

:叫 21 lq I r:一土層 肱叩一土盟宥 習 一 …話 ;z;4咋C吋 … の 崎 長 石 一 叩 附 ベlト良何陣E配叩叩;諒誌詰鴻;訪拡:詰r品

!函L瓦孟孟46ムi一:;1，礼司[ドl工王:二2..一一〕一一~if>但F性生孟=-~I 一一昔詐~ 1 1叩山日似4借:器E?2;;?肝い卜吋…の峨…磁

一6 図…4岨醐叫…8叫山4山 2

!「!空竺一46竺汁一!竺Tア一「一里ケ寸「一一必何~叩一門?一叩ヤ十日ヤ?件汁23胤一8牡山一上川E一 時 粘 土 I ' ! I リ コ縁部 7%相 5つ一 一 一む!良l(REiZEZiif

(内商)ナデ

(外面)お噛ワ

(内面ナデ

(舛面 ナデ後ヘラ措 1 
羽状文 1 

(1面ナデ

げト面斜方向 ケ後 ! 
ヘラ抽羽訳文 i 

(内面積方向ケ?I i 
(外面 明方向ハク i 

野生土器l蜜 日縁部 1 3% 1器高 (5.1) 11凹大の白色石英長石含む
(内面)7.5YR6/3にぷい掲

良 1
(タト面)10YR2/1黒

(内面)不明 I 
(外宿)縦方向ノ、ケ I 

(内面)桜方向ノ、ヶ後 I
ナデ I 
(外面)斜方向条鹿 I 

第46図 1487128上 1D-1 1黒色粘土居 |跡生土器| 讃 | 口緑部 1 3%崎高 (6.1) 110m;大町長石・白色石英含む 良 I(内列面)lOYR4/1褐灰

(内面)ナデ

(外面)縦方向ハケ

(内閣)横方向ハケ後 I
ナデ I 
(外面)縦方向ノ、ケ I 

第46図 1488128下 1D-21黒色粘土周 |郁生土掃| 蛮 | 口認部 1 1%1器高 (3.5) 11凹大の長石 白色石英ノ古む
(内面)10YR7/2にぷい賞褐 I(内面)横方向ハケ

良 I;~;~~ ~~.Å>~:.I，~~:::，?~~"lJ I 
(外面)lOYR5/2灰黄褐 IC外面)縦方向ハケ

第46図 1489128上 1D-1 1黒色粘土層 弥生土器| 詣
長石(1-2皿)。透明石英(微細-lmm)含，..IC内面)7.5YR5/4にぷい褐口縁部 1 3% 1器高 (5.25)1~'i-l ¥_l--"'UllllJ )eH.IJ'I-l'7:. ¥WNlilJj- -_;_""llJ r.;'ll .& I 

I~I(外国) lOYR3/l黒掲

(内面)横方向ノ、ヶ

(外面)斜方向ハケ

口
市
ム

「巴
I(内面斜方向ハク後 I

弥生土器|歪| 口縁部 い叫器高(日)11mm大の長石 白色石英含む |良 内外面 fiYRfi/4i:::.Ji赤椅ナデ | 
||  I(外面蹴方向ケ I
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1% I器高 (3.8) -微細透明石~含む (内外国)斜万向条痕

(内面)斜方向ノ、ヶ後
ナデ

(丹市)斜方向ハケ

微細透明右手E・1回大の長石 t 白色石英含1， I(内函)5YR6/eによい極口縁部 1 1% 1器高 (3.6) 1~'f'i ll}2'YJ'l-I:;:;<':. j_1l!llI/¥.v_.J;C'VI-! . 1=1 O 'l-l=PI .R. I 
1 ~ I(タ面)5YR6/6続

1%出昔高 (3.55) 1"""，大の長石 白色石J見合む

1%1器高 (3.4) 11皿大の長石・白色石英古υ

1%1器高 (3.15)11阻大の長石・白色石央官む

土佐ユlI阻大時間英含む

5% Il~高 (5.3) 1長石 (lmm) 白色石英 (1-白川)吉む i艮

ハU
ヴ
E



十第4訂7盟 S2012R下 E一 2 呆色枇眉 弥生七器 至:1 口7緑手諮音部B I 1 ~。器高 mrnコ大kの長石 白色石3英E含ι 良 内ト而 lOYRS/2 一賞掲 :ご 一 -~I i 

」」」4訂7…己泣山山………2幻山山山…1山川山一2釘軒一←下刊F削仁 一ペl紬押一評鮪悶昨一色醐恥占仕凶土埠層 昨即蹴蹴枇…子孔孔~L-しL峨一二三

凋肱即即山山;誌誌詔i£沼;主:

山 北山

日:l;::::::::;::iJ::
脚 .')o/r霊 :;!則 f細部J石英附含む I t+.li措;;ZZ122

断 1平!?日戸川多く含む ~I戸7.5YR8/3開

第47図 1522128下 1D-11黒色粘土屑 弥生土器l護 口部 1 3% 1器防 (4A5) I長石(l----2mm)・白色石英 (1----3mm)青む|良 1;内面)
(丹両)

トートート←ートー一一一一

第47図 1523128下 1D-2 弥生土器l蛮 口紋部 1 1% 1器高 (5.1) 11聞大の長石。透明石英少長官む

1 自 11"，.".;:;- 11" .，¥ 11mm大のよモ石・白色石含む黒雲母多く台1" I(内需)lOYR7/2にぷぃ貰憧
胸部 1 1% 1器商 (5.4) 1:.....".... H ~.H..H' H '''''''. "'1良|

日 I~' 1 " IC外而)lCYR5/2版賞褐第d.7図 1524128'，1D-I 1黒色粘上層 |他土器|議

第側|刷 23下 ID-1 I黒色粘 k陪

J 
lh-171! 
第48悶 1532129上1B-2 li!i暗禍色砂壁土層 1弥生土器

第LI._F凶 fi?312~下こ -1 黒色粘土周 目下生:ニ器|

け事4図 53412~ 上 C~l 塑色占土屑 一生土器

第LlA_l凶 1535129.1二 1C-j 1黒色粘土層 弥生 t器

口緑部 1 5% 1器高 (7日)11mm以下町長石黒雲母様多く青む
(lJ:]前)

JミI(内外出)10YR6/31こぶい責符|
。ト函)

庇
器高

5% I:~~~ ~~.~~ 13皿大の磁 e砂粒多く含む
底径

良 1~肉両) 2.5YR6/6椴 1;内面)不明
(外面)lOYR7/2によい貫燈 I(タ宇宙〕縦方向ハク

(内面〕根方的Jハケ?1 

(封面)ヘラミヌゲキ | 

底部
器高 (2.2) 

3% I::.~ \C..~) 11mm以下の長石・石英多く含む
底後

(内面)10YR6/3にぷい黄燈 I(内面)ナデ
艮 I;~}~( ~~7~i~~~~~~'~:RV '~""-'Ili I 

(外両)5YJ氏5/6明赤褐 I(外国)ハケ

む合く多
/

英石色一日石長J
 

6
 

大畑4

5

 

1

6

 

高
径

器

底
%
 

5
 

1
 

部底

I(内面司~
由 I(内町)7.5YR'./1褐灰 l 、同一】{ て、 I""" ，， ~I
良 ;:;; ~':，'.~'~'.~~':~ I(外面i!li)方向 ラミ話相;痕
.H I(外国)7.5YR5/2灰掲 |ガキー -， '. '1"'" ""1 

i凸 フヨ而)10YR6/4にぷい賞指 内面ナデ 附 J
l良 f 川三 一 色一網代痕i
I~ メト面) 10YF町3によい責授 商品ι(f剖 ケ 可対叫

|良戸)10YR附にぷい蛾([kJiili 翌三 ん|網代痕
ド、 ト面)10YR6/1褐灰 日夕出 世方向ケ

山 日内面ヘラミ守 I

|白 内面)10YR7/3にぷい責燈|ν三 ~M;" ~_I 
1良~;:::; ;~:.~'~'.~::-::' :::: I(外国 ケ後ラミ|木葉亘γ 外面)10YR7/21:.$い寅峰山 仇〆}

底部川川器高 (7心 1，- の ・日 含
十山 '1底径 7.1 1 口

いハ".Iill!富 司的 l
底部 ド川岸 i引1m大の長石白色百英吉む

いハ J器高 3り|
川0%1);長 ;;~ 1長石(1皿).白色右京 (1-2rnm)青む

第48図 1542129上1D-IsI黒色粘土屑 弥生土器

第48図 1543129上 1D-l 1黒白粘ナ周 弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生土器

弥生ゴニ器

己 P千 噌戸 部高 5.1) 1..，... " " . ~. 白 内面 SYHfi/4こよ叶笠
底部 15% 1::::;ご r 二，， 114粒包 3----8r大の際多く含む 良 r -，-，----，~ ，〓つごJ
国ヨ ム u 底径 8.2の1""""" .QH I~ 、面 10YR7/1長白

|日日 開 器高 5.1) 1I剛大の長石白色石英黒雲母・故*m透内 内面 10YRS/l掲灰
|底部 7% I~~ 二 ;.~; I;;':::'~;:;::H "H  H.' ""~マヰ良 JZ:::72f、
l 出"，.川陥径 5 1明正コ実含む ド、タ面 2.5YR5/E明制国

(内面)

(外而) f
F
 

(内面)ナデ

(タト面)ヘラミ

底部 110% 
(4.8) 

砂粒 1-3凹の磁多く含む 良 (内閣)10YR7/2にぷい貫禄 MMFタ1ト面商)) 
(7.35) (jト面)5YR3jL:.淡燈

底部 120% 
器i可 (0)

長石(1"，)。白色石英(1-2四)含む
良 (内面)7.5YR7/4によし嶋 (内面)

底任 (6.6) (外国)7.5Y;l.7βにぶい1登 (外面)

部 115% 1端高何
此出 (内而)7.5YR6/3にぶい褐

15%底径 e6:4) 11mrn大の長石 白色石英含む (jト面)5YR6/4によい樫

- 80 



8] 



盆石器

出土した石器の 回石川点、砥石田点、太型蛤刃石斧6点(うち来製品4

刃石斧9点〈うち未製品 5

製品 5点)、石剣 1

る。このうち、来製品 について全て図化 その他の石材と剥片については写真図版

にのみ掲載を行っている。

敵石(第四割 1?V第53国'1

1 ~18は敵石である。 1 0 2 ~立卵型のJ擦の周辺を敵いている。 3 は肩平な を敵いてお

ぴ

自

り、一部が破損している o 4は円錐形の喋の上下端を敵いている。 5~~ 7は)詰平

側辺~敵いており、中央部に凹みが見られる。いずれも上端部は破損じている。 8

然磁の下端部を敵いている。 9" 10は楕円形の喋の周辺全体を敵いている。 10 してい

る。 11" 12は扇平な楕円{擦の上下端を散いている。 13は扇平な楕円際の側辺を敵いており、

みが見られる。 120 13は上端部

な円礁の周囲を敵いている。 18

回石(第54図1

19~28は凹石である。 19~22

は左右の側面にも凹みが見ら

25-28は扇平な円蝶の

砥高

している。 14は細長い牒の上下端部を敵いている。 15~r は肩平

るむ 23m 24 

んでおり、

囲を敵いており、中央部及び側面に凹みが見られる。

o. 

さ九

ており、表裏面の

ており、中央部に

している。

んで、いる。

らオ1る。

29~42は据え置きの砥石と見られるc32を除くいずれも側面に破損が見られる。 29

型の礁の表裏面白使用しており、裏面にはススの付着が見られる。 30r~32は最大長15cm程度の大型の扇

平な礁の表裏面を使用している。 33m 35 ~ 37，__，39'は扇平な離の表面を使用レている。 34は扇平

面と側面を使用している。 37は側面に敵打痕が見られる。 39は表面に浅い構が観察される。

は手持ちの砥石と見られる。 43

るo 45~49は薄手であり、表面、もし〈

している。 44は表面及び側面 してい

を使用している。 44，46は全面が研磨されている。 440

47⑥ 48は下端が欠損L'"(いる。 46.49は側面が破損している。 49は表面にススの付着が見られるc

j司自由合石斧(第611盟50'"""第阻国

50. 51は太型蛤刃石斧の完形品である。表裏面。側面及び刃部に り、散石

る可能性が考えられる。 52r~55は太型蛤刃石斧の未製品である。いずれも離打による

札上半部を折損している。下端部には両面からの剥離が加わっている。

柱状片刃石斧(第(i3関第倒園

さ し、

才ヨ

56-59は柱状片刃石斧の完形品である。各面に研磨を施し、刃部を研ぎ出している。 560 57ω59t;J:使

用による刃こぼれが見られる。 58は上半部をす斤損している。 60~64は未製品であり、 60~63は胴部で折

損している。 60は刃部及び側辺に研磨が施されている。

覇平片珂石斧(第65盤165-草田園田)

65~83は扇平片刃石斧の完形品である。全体に研磨を施し、一部に剥離面が残る。 69~'7 1 . 73~80は

基部を折損している。 65む 68"72は刃部が破損している。は刃こ

片J3高斧来製品(第図1 第四闘137、写真国版36-138AJ31~1

られる。

は片刃石斧の未製品と見られる。 116-137は石材を荒割りした段階の資料であり、一部に自

然面を残す資料が多く見られる。 119• 125・129. 131 ' 132 • 134は表面及び側j端の一部に研磨が施され

~ 82 
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命
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一一r，v，JL;i詰
挿図図版 図版
番号番号 番号

第50図 1 30ーと

第50図 2 30上

3 30上

第50図

第50図 5 30.1: 

!第51図 6 3D_:二

第51区l マ 30ート

第51悶 8 30ーと

30上

3D上

30ょ

30Jー

30上

30上

1第53図 16 30上

第53図 17 30_仁

第53殴 18 30上

一第54限 19 30下

第54図 20 30下

30下

30下

30下

30下

30下

30下

第56図 27 3D下

第56図 28 30下

第55図 29 31上

l第57悶

第57図 31 31上

J第57図 32 3LI: 

第58図 33 31下

第59図 39 31下

但恒60 里図
40 I 31下

ィリ竺

器 種

責主石

高支石

敵右

高宝石

絞右

敵右

高pヨ

敵石

1蔽石

ぜ犯ず民戸4ア3 

敵石

責主石

敵石

敵石

敵石

敵石

敵石

殻石

凹石

山石

凹石

凶石

凹石

回石

凹石

間石

白石

問石

磁石

砥右

砥石

在日石

磁石

li]O;6 

砥右

砲石

砥石

砥石

砥石

砥石

砥石

、，--~-_.匡--

材 質 グリッド 遺構Jllé~ (c101) 

灰色チャート D-2 SK25 7.12 7.06 4.59 346 
黒色粘土層

赤紫色凝灰受チャート D-2 黒色粘土層 6A5 6.3 5.49 312 

灰色珪質頁岩 D-2 黒色粘土層 5.9 5.98 2.7 134 

!灰色過斑品玄武岩 SK13 (5.95) 5.1 4.6 (226) 

褐 v 淡天色中校砂岩 ロ-1 SPOLl (13.6) 8.0 3.4 (刷) I 

灰色過斑晶玄武岩 D-2 黒色粘土層 (11.25) 7.68 2.85 (制)!

褐，ν 淡灰色中粒;臣、岩 D -1 I SDl4iFi務 (11.25) 3.35 (332) 

灰色細粒砂岩 D-1h色粘土居 11.95 6.50 4.15 450 

灰色AlIJ.:T:晶玄武岩 5D08 11.7 9.5 2.3 432 

黒色中粒砂岩 黒色粘土原 11.0 '/.88 3.6 454 

灰色過品玄武岩 ロ-2 黒色粘土層 9.28 7.55 3.08 304 

褐~淡灰色中粒砂岩
SD08 (9.6) 5.58 2.63 (204) 

褐~淡灰色中粒砂岩 明言電褐色砂総層 (S.15) 6.08. 3.53 I (268) 

褐へ灰i緑色凝灰J支砂岩 黒色粘土層 12.08 3.6 3.08 188 

褐~n音灰色iim粒砂岩 明黄褐色砂際層 10.45 1D.15 3.73 544 

|糊~淡灰色中粒砂岩
SD08 9.05 8.2 3.05 314 
極日音褐色紗づ安土居

|褐~淡灰色中粒砂岩 円C~2 黒色粘土層 7.4 6ヴ72 2.25 166 

灰色斑れい岩 SR02 '1.98 7.2 5.62 430 

灰色過斑晶玄武岩 D-2 時灰色粘土盾 1D.65 3.45 305 508 

SD08 
褐~灰色中粒1沙岩

極時褐色砂質土居
1.0.35 7，8 

灰色過班晶玄武岩 D-l 黒色粘土居 3.15 6.75 2.4 I 222 

褐色又は淡灰色中粒砂岩 SD08 8.8 5.88 3.05 218 

淡褐色中粒砂岩 D-2 5ROl 6.82 6.56 

黒色粘板岩 D-2 
SR01 8.2 7.45 1.6 I 144 
票、色粘土層

褐色又は灰色細粒砂岩 D-l 黒色粘土層 (7，3) (9.9) 日 I(2則

灰色斑れu、岩 D-l 呆色粘土層 (11.42) (6.18) (3.23) (336) 

灰色過斑晶玄武岩 D-2 i |S黒R色01粘土層 (4.25) (7.05) (2.5) (101.29) 

黒色粘板岩 黒色粘土層 (7.5) (4.85) (1.5) (71.65) 

1Ø~黄褐色中粒砂岩 D-2 SROl 24.1 17.85 10.02 6045 
黒色粘土層 J 

淡灰色中粒砂岩 D-l 黒色粘土層 (16.59) (13.05) (6.35) (1734) 

灰色粗商岩 5K28 (13.6) (14.22) (6.3) (1716) 

灰色中将f砂岩 D-2 
SK29 15.4 12.65 4.0 1130 
黒色粘土層

淡灰色中粒砂岩 B-2 SK19 (13.0) (12.6) 8.8 (1838) 
極暗褐色沙貰土層

淡賞褐色ヰI粒砂岩 SR02 (11.73) (7.8) (丘8) (736) 

淡褐色又は淡Eie色中1立砂岩 D-1 黒色粘土層 (10.08) (10.75) (5.75.) (580) 

褐~淡褐色中粒砂岩 SK13 (8.7) (10.6) 13.1 (1214) 

淡褐色又は淡灰色中粒砂岩 D-2 黒色粘土層 (10.76) (11.41) (4.2) (724) 

淡黄褐色中粒砂岩
5D08 (11.9) (8.1) (7.49) (618) 
極日音;褐色砂質土層

淡灰色中粒砂岩 黒色粘土層 ('9.1) (9.9) (4.6) (586) 

淡灰色中粒砂場 D-2 SROl (10.65) (10.0) (3.5) (450) 

再堆稜賞褐色中粒砂岩 SR02 (11.38) (6.12) (4.43) (竺)
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図版
写真

震量(g)
番号 図版 器 事重 材 賞 グリッド 遺構・層イ立 長さ (cm) 幅(cm) 淳さ (cm)

番号

第60図 42 311マ 砥石 淡褐色中粒砂岩 SK19 (8.4) (5.9) 2.18 (111.09) 

第60図 43 32上 砥石 淡褐~淡灰色細粒砂岩 D-2 黒色粘土層 12.宮2 (7.22) (6.2) (214) 

第60図 44 32上 砥石 淡褐色凝灰質組粒砂岩 D-l 黒色粘土層 (6.08) 3.15 2.2 (削4)I 
|第的図~r-;上 砥石 日音褐~黒灰色砂質粘板岩 黒色粘土層 (3.49) (5.56) 0.69 (19.01) 

46 32上 砥石 灰色細粒砂岩 D-ZI脳出 3.5 5.09 1.06 29.5 

i問 47 I 32上 町下|戸丸両一五附 田 14 附 (3.5) 1 1.5 削〉

)川 104|ω7)i岡山 )叫 (| 
SK08 

太型蛤刃石斧 崎褐~灰緑色輝線岩 松崎褐色砂質土層 (12.91) 1 6.87 1 3.6 1 (528) 

太~~{#.:刃石斧 暗灰色硬質粗粒砂岩 黒色粘ヱ唐 (1L¥.48) 1 6.93 1 4.3 1 (632) 

太形蛤刃石斧(来製品)|掲~時灰色細泣砂岩 D-2 黒色粘土層 (10.7) 7.7 4.26 1 (462) 

太型蛤刃石斧(糊)褐~陪灰色紘粒砂岩 D-1 1 fVl蹴色開庖 I (8.8) I 7.3 I 4.0 付

太型蛤刃石斧(米製品) 陪灰色粗ι削砂μ一 Dーワ一 黒SR色0]粘土L層 (8.4つ2) 1 9.39 5.3 1 (536) 

;も状片刃石j半 灰褐~千島色凝灰質頁岩 0-2 黒色;占土層 10.7 3.08 1.95 94.48 

間片刃石斧 赤褐色開凝灰開閉 !B2  l m)(  185 15 m2)  

SKOs 
柱状片刃石斧 赤刷出資支岩 B-zlm包砂町 6.2 2.02 

住船山〈域防赤鮎逮!問時E竺 C-1 翠色新世間)1刃石斧(料品)111版 ~ 制 問 |問問 問 ~1. 67 5.1 川

柱状旧石斧(規約締~赤紫色凝灰貿 l如何 (附〉 む55

柱状)t刃石斧(来製品) 貫渇~日ぎ赤褐色凝灰 SROl 11.16 6.91 一一一間 D-2N黒色町 !日 2.71

車平片刃日 赤削凝灰質問粘板岩 D-2 黒色町屑 (6.18) I 4.62 

高平片刃石斧 赤褐色凝灰質J:t質粘板岩 D-l 果色粘土照 5.56 4.19 

第65図 67 ! 33下 扇平片刃砕 潟~暗黒色珪笠粘板岩 C22f21明 5.8 3.5 

j第65図 69 下 震と子jT刃石斧 刷協以質問i板場 I D-l 黒色者団 6.78 5.28 

70 33下 扇平片;ヲ石斧 附~灰緑色制問 問 I D-l 黒色粘土層 (6.5) 5.77 

;寄与p;守刃主ニ7斧 日吉争議~灰緑色段質凝灰安粘板岩 C-2 黒色粘土層 (5.7) (.4..58) 

出
E霊平片アユ石斧 州色珪削岩 lD21開明言 川 4.1

京平片刃石斧 |日時間目岩 I D-2 駒栄i岬 (326) 1 (4.27) 

F言平片刃::;5斧 政問問問 D-2 I I=~，，，世間層 An1 20|  | 
33下 E言平片刃石斧 泉色凝灰関知附 (;-2 暗褐色約土居 3.76 I 2.:3 ! 043 1 597 

第65医 76 I 33下| E吾平片59石斧 |時鰍色糊笠ラャート 2.95 I 1三 0.5 | ω|  
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EP 
第56図I85 I 34上

第55図I86 I 34上

出品
!日ぞ
!第67aJI 94 I 34下

!第 7図 SIE 却下

器種

乳棒状磨製;5斧

廃製石部E

廃~nS^綴

石全敬三元製品

石綴未製品

石却産米製品

石封在来製品

お嫌米製品

石剣

打製刃器

打製刃吉長

打製刃器

判 i室

褐~灰緑色凝灰岩

H音灰緑色凝灰質粘板岩

灰黒色凝灰質粘板岩

褐~灰緑色潟i灰質粘板岩

褐~灰緑色凝天質粘板岩

褐~灰緑色凝灰質粘板岩

褐~灰緑色凝灰質粘板岩

灰緑色凝灰質粘板岩

Hj音緑灰色凝灰質珪質粘板岩

袴灰色紙際岩

日音灰色粗粒砂岩

褐~灰色粘板岩

夕、りッド 遺構・層位

屑郎
防

層
一
一
妙
一
層

土

一

色

一

土

粘

一

掲

一

粘

色

一

貫

一

色

悪
一
一
切
一
里
山

2

一

お

」

一

寸

B

一
D

P

一

D

C-2 

一二17;訂正;〉声可
(竺リ 3，8 

(3，.4) 3.5 

2I  (67必)i

rhji| 
0，55 I (10，0) 

0.4 15，9 

三二三恒竺
C-2 

(5，0) (2.4) 

5.2 2，95 

(0.4) 6，5 

D-1 

ア三一
C-2 I S](28 

H主主刃器

有誇石録

有;15石鐙

有潜石銭

有頚石鎚

有頭石鎌

有頭石錘

有頭石i垂

灰色*Al粒砂岩

灰褐色細粒斑れい岩

灰色1tf.tLい岩

灰色過斑品質玄武岩

灰色斑れしい岩

灰色過斑品質玄武岩

灰色斑れい岩

灰色過斑品質玄武岩

D-2 I黒色粘土居

D-2 I羽受褐色砂i来層

D-2 I SR01 

C-2 I系色粘土層

D-1 I黒色粘土層

D-21 s即

E一 2川|泉色粘主層

戸刊1古百「
レ iつ|泉色i粘占土R層雪

石斧末製品

石斧未製品

石斧未製品

右斧未製品

石斧来製品

石斧末製品

石斧未製品

石斧来製品

石斧来製品

石斧来製品

第70図I115 I 35下| 石斧禾製品

石斧米製品

吋J:日ftl:
間昔日::

山
五
日
一
山

間
一
山
一
四
一
四

担
当
問
一
吋

黒色頁岩

灰緑色頁岩

褐~暗灰色綱:;主砂岩

褐~黒色粘板岩

赤紫色凝灰質支え告

示褐色凝灰愛頁岩

赤褐色凝灰質支岩

D-2 I SR01 

SROl 

C-l 1黒色粘エ層

司瓦忌
-2 I東トレンチ内の潜

D-2 I黒色粘土層

SROJ 
D-l I 

黒色粘土層

日 5 I 3，55 I 0，5 I 15白人

間 I (3，13) I (09) I (lι 

6.8 11.31 1.49 128 

7，92 I 10.1， 1.7 I 14~ 

1二:!二9 6，86 

0.9 50.7 

1.55 99.78 

6，15 I 412 

1引i司UL
乱，t5

p:::)((::;川二rT
~9 5，08 い72mi

3，M 5，12 日日士イ

-t日jiij日 ljJJJjjU
培灰色獄〉灰質 ~Jl位砂岩

赤褐色凝灰質頁岩

I SR01 
D-2 I 

|黒色粘土層

D-1 I黒色粘土層

(7，3) 

8.4 
6，5 ::tJ 

L 阿黒色珪質頁岩

赤紫色凝灰質頁岩

赤紫色凝灰質頁岩

赤紫色疑灰質頁岩

赤紫色凝灰質頁岩

赤紫色凝灰質頁岩

E音赤褐色凝灰質頁岩

D-l I黒色粘土層

D-1 I黒色粘土層

D-l I黒色粘土層

層土質

層

一

層

一

砂

土

一

土

一

色

粘

一

粘

一

褐

色
一
色
一
時
~

黒
一
宗
一
一
般

の
A

1

1

0

ム

D

D

B

 

第72図 凶 36上| 石斧来製品 |赤紫色凝灰質賠 I C-2 

!竺豆竺~とやS{~ff<l{J[*斗C-2 I相自

5，3 

石斧未製品 8，6 

石斧来製品

石斧来製長

石斧来製品

石斧来製品

石斧来製品

9.7 

12，2 

9.5 

8，6 

8，0 

7，1 

6，3 

4.8 

三E1
5.4己乙!

6，9 

6，6 

，、一

0.1 1.15 I 30.'1 

5，6 

二
1.3 

7，3 
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1，5 
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|挿図 図版
写真

トド|図版 器 主壷 ね1 質 遺構・層位 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm)番号 番号
番号

1陣!第第ね7ね3図

126 36上 石斧未製品 赤紫色凝灰質頁岩 D-1 黒色粘土層 5.8 3.25 1.2 24.7 

127 36上 l 石斧来製品 赤紫色凝灰質頁岩 D-2 黒色粘土層 5.95 4.95 1.85 58.2 

35よ 石斧来製品 赤紫色凝灰賞頁岩 黒色粘土層 6.6 4.7 1.75 

第判別 I36上 石斧来製品 赤褐色凝灰質頁岩 SROl 7.3 

第73図 130 石斧来製品 赤紫色凝灰質支岩 D-1 6.7 3.0 

18hzl  

長;五 131 36よ 石斧来製品 赤紫色凝灰質頁岩 7.1 4.65 

第7318 132 36上 石斧未製品 赤紫色凝灰質頁諸 (3.55) 4.4 1.5 

第74医i133 36上 石斧未製品 赤紫色凝灰質頁治 D-1 黒色粘土j嘗 5.3 5.2 1.7 59.7 

第74!ZI134 36上 石斧未製品 赤紫色凝灰質支岩 SR01 6.5 4.2 1.6 487j 

l第74図 135 36土 石斧未製品 赤褐色凝灰質頁岩 5.95 4.25 2.05 61.1 

第74図 136 36上 石斧未製品 赤紫色護Elk、質頁諸 D-1 黒色粘土居

第74図 137 36J: 石斧来製品 赤紫色凝灰質頁岩 D-2 SR01 
黒色粘土層

市目「

一|一頁岩

lSg I 36下 石斧未製品 赤紫色凝灰質頁岩

石?宇禾~J~品 |赤紫色凝灰貿頁岩



番号
番写図版号真 器 主霊 材 !震 トリツドl 遺構。層イ立 長さ (cm) 幅(cm) 厚さ (cm)

168 36下 石斧未製品 赤緊色凝灰質頁岩 D-1 黒色粘土謄 308 204 L2 1006 

169 36下 -七芹A 、末一一製日品円 H音灰~褐色砂質粘板岩 3.1 306 005 509 

170 36下 石斧来製品
~L担j トレンチ

402 901 
黒色粘土層

171 36下 石斧未製品 j ミ灰緑色{~~灰質チャ -1， I C-1 黒色粘土層 306 207 008 1007 

172 36下 石斧米製品 淡灰緑色凝灰質チャ←ト B-2 極H音褐色砂質土層 3.3 408 006 1L9 

173 36下 石斧来製品 褐~靖灰色粘板岩 D-2 黒色粘土層 3085 H L1 905 

174 36下 石斧来製品 褐~灰色粘板岩 D-2 SROl 1008 202 

175 37左よ 石斧来製品(自然様) 淡灰緑色凝灰質チャ」ト D-1 黒色粘土層 403 Lb 005 509 

176 37左上 石斧ヨミ製品(自然保) 中島~暗赤紫色凝灰質チャート D-2 
SROl 

4" L8 008 lOo9 
黒色粘土居

177 37左上 石斧未製品(白然磯) ネ~，.._黒色粘板岩 D-1 黒色結土層 13.65 L6 0.5 

178 37友J二 石斧未製品(自然磯) 褐~常赤紫色凝灰質チャート SD14 9.3 't8 L7 11607 

179 ! 37左上 石斧来製品(問機~I 灰緑色凝灰賀珪蹴板岩 608 2005 1005 

国吐 石斧禾製品(自然i深) 赤紫色珪質凝灰質頁岩 D-1 黒色粘土留 801 3A 幻 6 I 

37右上 :経右 軽石 200 005 

37右上 車宝石 軽石 1.5 LO 0.5 0.3 

37右上 疑石 軽石 D-1 靖灰色粘土層 2005 L5 

37右上 軽石 車幸正[ 205 u L3 

185 37右上 軽石 軽石 SD08 2.9 2.0 

186 37右上 軽石 軽石 D-2 黒色粘土層 305 204 L2 

187 竺』 軽石 軽石 SD14 305 300 L3 

188 37右上 軽石 軽石 302 2A 1.5 

189 軽石 軽石 306 3.1 L9 502 

190 I 37右上 軽石 軽石 306 300 L4 705 

119914 337右4主よU汁
軽石 軽石 B-2 極暗褐色砂質土層 608 305 205 1702 

軽石 D-2 ;ILトレンチ 700 502 303 2909 

193 I 37右上 軽石 軽石 B-2 極暗褐色形質土層 6A 5.0 3.5 3208 

194 I 37:tiJ: 軽石 軽石 C-1 暗灰色粘土居 600 4.3 204 1806 

195 37下 f砥石材 灰~褐色中粒砂岩 D-2 黒色粘土層 303 202 L3 1206 

II~I 灯 磁石材 灰色中粒砂岩 D-2 
SROl 

203 4A 0095 9.7 
黒色粘土層

ヤ一一一一一

SROl 
200 208 009 602 

197 37下 磁石材 褐灰色中粒砂岩 D-2 
黒色粘土層 u 205 LO 1302 

198 37下 主E石 1寸 灰色中粒砂岩 B-2 
SD08 

L8 202 007 2.4 
極H音褐色砂質土層

199 37下 砥石材 褐灰色中粒砂岩 4035 4095 Ll 2801 

200 37下 砥石材 灰色中粒砂岩 3.6 202 Ll 1502 

201 37下 砥石材 灰~褐色中粒砂岩 D-l SROl 505 300 L2 23.7 

202 37下 砥石材 褐灰色中粒砂岩 C-2 500 3.6 u 

203 37下 低石材 灰色中粒砂岩 D-2 SROl 405 307 L35 

204 37下 砥石材 淡灰色粗粒砂岩 D-l 
SR01 

602 400 301 
黒色粘土層

205 37下 砥石材 淡褐色;f])位砂岩 D-1 黒色粘土層 507 702 L2 

磁石材 灰色中粒砂岩 D-2 
SROl 404 5.4 Ll 
黒色粘土層

SD08 
207 37下 砥石材 灰~褐色中粒砂岩 B-2 507 3.6 008 2003 

' 
極暗褐色砂黄土層

208 とよー~~~~=~色合機削岩 B-21極H音褐色砂質璃 802 lOo9 
~O~τ-'-昌司れY官官、-揖品 F 



写真

院(cm0~図版
番号

図版 器 ;僅 ノ;ti 質 グリッド 遺構・層{立 長さ (cm) 幅(cm)
番号

37下 獄石材 淡褐色粗粒砂岩 D-2 SR01 9.7 15.0 1.8 

38上 Z<LUtl 灰色中華立砂岩 B-2 認日音褐色砂質土麿 4.3 5.2 0.85 

剥片] D-l 茶色粘土J嘗 3.4 4.7 0.8 11.3 

212 剥片1 |褐灰色中粒砂岩 D-2 明資褐色砂篠層 3.3 6‘8 1.05 30.8 I 

213 38上 剥片i 灰色粗粒砂岩 D-1 SDl4西溝 3.1 4.6 0.8 12.7 

214 38上 *U片1 灰色中程砂岩 D-1 黒色粘土層 4 '0 5.4 0.9 21.5 

剥)=11 灰色品目粒砂岩 黒色粘土居 6.7 0.8 31.8 I 
剥Jil 3.4 5.0 1.0 11.5 

剥片1 灰色中粒砂岩 3.7 4.7 1.2 20.8 

剥J片1 暗灰色iim粒砂岩 C-21黒色目 2.85 0.4 9.0 

剥片1 暗灰色玄武岩 黒色粘土居 3，4 6.2 。。呂

京j片1 情灰色玄武岩 SD14 3.4 5.2 0.6 13.2 

景li片1 褐灰色中粒i沙岩 D-1 SD:t6.，.西法 4.8 7.9 

川まU}〒1 階灰色締1泣砂えま D-l 階灰色粘ブ心腎 3.7 15.44 

剥片1 |時灰色絢粒砂場 C-2 時灰色粘土居 4.5 "1.5 

11S:引剥片 1 陪灰色t;q倣砂岩 B-2 極階褐色砂!貧土Al 4.6 3.1 

剥片1 宇品~階灰色臼粒砂岩 C-2 黒色粘土居 5.1 5.7 

剥}，1 褐~陪灰色中粒砂岩 5.5 '7.5 1.0 !;ごれ0.9υ 

剥片 1 じl同縄向場特色又は日弘快色穏灰良籾おむ吟行
j義色粘土層 8.0 9.9 1.9 210.3 

剥片1 灰色中粒イ沙諸 D-2 黒色料?土居

剥片1 11'~i --._.， 1暗灰色申粒砂対 D-1 泉色Wiゴ二府

剥片1 11';i"~I~~U音Ð< r己中J立妙技

剥片2 |黒泊中川 D-2 T百*fヒF中H北ノf-I.[i .f:~寸勾

|黒色f附表IJ片2 SROl 

意リ片2 仕ド灰~褐色紗質粘板岩

剥l片2 シ~'fふf寸川MKlトJ士W吉、相

剥 黒色粘板岩

きU}i-2

刻片2 J土竺戸 JEL2jhコ二足

叶目
M
4

1
ょ



些
番写図版号真

一 一一

器 干霊 材 7震 遺+f~・層位 長さ Ccm) 隔Ccm)

38ア 剥片2 ;昌~泉色頁岩 ;)-2 黒色粘土層 4.8 3.6 1.2 

252 38下 弱UH2 時灰色絢粒砂岩 B~2 5.2 1.05 

253 38下 調UJ午2 黒色粘板岩 D~i SD14西潜

片:
5.5 1.4 

254 38下 ¥rU片2 黒色粘板岩 D-2 現実褐色砂1渓層 4.8 Ll5 

255 38下 剥片2 褐~袴灰色粘板岩 I D-21黒色目 5.3 4.6 0.6 19告

256 事j片2 ;号，--f昔灰色ホノレシアェノレス SF05 9.65 6.9 1.55 

257 33下 剥片 2 1~---日昔灰色ホルンフェルス ))-2 2.ROI 
4.1 1.1 61.0 

黒色罰百ごb官

22民53|l 38下
剥片2 黒色絞殺

刊一
7.00 204 2.0 48.6 

剥片2 J詰~黒色粘板岩 黒色粘土居 円7.8 4.0 1.55 

加 38τ| 剥片2 日告灰色砂質粘板岩 s)l賞褐色砂採思 3/15 l.5 

剥片2 褐~.~音灰色中お:砂岩

D-2 日同明は尋開P06 十I¥W)

6A 5.7 59.0 
』

262 33iて 剥片2 黒色粘板岩 '1.3 5.05 1.5 

263 38下 剥片2 黒色粘板岩 D-2 ウ l 4.1 22.3 

264 剥片2 |黒色粘1反岩 D-2 黒色粘土層 (8.25、ノ 4，9 (0.65) (28.731 

265 33下 剥片2 時灰色斑れい岩 D-1 黒色粘土層 lO.2 2.9 0.7 27.3 

266 38下 言明j片2 時灰色細粒砂岩 樫日首褐色砂質土腐 5.6 3.1 

ト一一一

267 38τ 

酎 2 ぬ~問視ft ー__LD-に|L附1馳一L砂一州-一ι乙一

4.8 

268 38下 剥片2 黒色粘板岩 6.6 1.2 

259， 38下 剥片2 黒色粘板岩 l 6A 1.1 

270 38下 」ヱ三___ I.~-i~日竺L | 
6.4 l.8 

者剣J

92は石、剣の破片であるο

打製見器

Jこ磨きをかけて おり、 している G

は側緑及

していξ。い

づ。

も表面に白 し、調整により り出している。 96

97~'99 に敵打による

ワ出しているの

している。 99・101は但1

けら いる。 100--103

石錘である。 100は頭部に;誇を巡らせている。 101Q 102は敵打により

の製品であ I人外洋性め錘と考えられる。 103は両頭の石錘であり、

固に敵打痕が残り、

その他の‘布器

195~J209 

可能性がある

て剥片を作ワ閉している。

る。

る資料である。 181~

されていない。

として利用するために持 11ι 

である。 21O~230は を打、ち

バ
ι
T
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木製品は、流路や土坑の内部から多数出土している。そのうち14点を図化しており、い

も弥生時代中期中葉~後葉に属すると見られる。特に流路に接したSK29及びSK32内からは未製品

を含む大量の木製品が出土しており、土坑内に水を張って製作途中の来製品を保管し、加工して使用し

ていたと考えられる。

第75図 1~第'76図 5 は舟形隆起を作り出し、柄の孔がまだ作られていない段階の直栴鍬の未製品であ

る。 lは広鍬の来製品がこ連につながっている。頭部は上端から下に向かつて約 3分の 1のところまで

両側面を削ヮて湾曲させており、刃部付近は南側面がほぼ平行している。中央に舟形突起があり、立ち

上がりの幅も長さもほぼ同じである。上下のi款はそれぞれ傾きが異なっており、縦断面、横断面とも方

している。全体的に腐食が進んでもろくなっl_l i， 。b 

てし、る。

向に

、ており、2 

しており、

している。られる。表面

句。J

している。

1 -r.、
L/ '.._ 
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ている。しており、下端ま

いてもろ〈なっている。

E 
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してし、る。

る。下端部を

広がりが見ら

り出している。全ってを両国から2ヶしており、

、マ
・ベとコ。

しらになっている。右側面と

くなっており、表面iこ

く削っており u 先端ある。上端部
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でとる。 いず~)

I 切r
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-J 、
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し
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，-_，.' ，"_" -c...'. ~コ

12は土下端
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しているc 左側面

u、Jる

しており、13は上下端部

食してもろくなっている。

び裏面に

した
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木製品一覧

引 (ιよ;:二:
写真図版

揮図番号|図版番号| 番号 器種 樹種

第75図

第75図 2 39 広鍬未成品 アカガシ亜属 12537 有EB D-2 によい賞褐色砂層 45.1 (24.8) 

羽図¥)¥;jI 3υ3  2一ぺ叶一広蹴鰍紙叫叶品4んl卜ア一カ付附ガ約悶シ沼盃属| 叫 両司一7工王J二Jドμi一K25 卜ト2鈎9.8 卜一一9叩1ぺ 3.8ぺl 
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日茸 め

1 有東端跡出土の8年生時代中期土器F につい

もの る。中期 の要素をにおける出土土器は中期中葉から

残す土器としては、沈綜による区西の内部

等の遺構において散見さ

られなくなり、絹文の施文後に沈紙による 2~--重の

るこの時期に相当する土器は有東遺跡第16:失調査3K05出土土器が基準とさ

{， 

に:おけ

これらの

伴っている。賓として 出土してし、る。な

SK21 '" 23 ~ 28、 SR01~ 

壷や嶺田式の壷を

も、図化していな

から

される土器が出土して一いるものの、

しいJ段階の士五誌を伴ヮていること

る可能性が考えられる。

きく合

ると見られる土器は5.802において出土しており、

。13ω

土している。また、 SD14においても

構成の形骸化が始まっており、

から、 SD14出土土器は

中期後葉の土器は

半の土器として、帯縄文

く出土している。 には、王室

これら

と直線文による

栗林式の影響も見られるようになる。しか
b 
J 

J 
J ほと

λノど見られないこともあり、詳細な時期区分について ¥j '¥ 0 

思 有車遺跡iこ 集部 て)し可

これまでに実施された有東遺跡の調査結果 き、抗生時代l中期から後期における集務の変遷につ

いてまとめると次のようになる。

集落の形成は中期中葉に開始されており、遺跡の東部(第4次。第 8次⑨第16次)を中心

られる。その後、集落は北西方向に広がっていき、祢生時代中期の集落は第 1

心に展開していくと考えられている(文献。これまでの調査では中期の明確な竪穴住居跡

ていないが、第4次・第 8次。第10次@第11次等の各調査において、広範囲

れている。小穴は礎板や柱根を残すものが多く、多数の建物が広範囲に広がっていた

跡

中

れ

さ

の

を

さ

守

、平

れらの集落域は久能街道微高地上に立地しており、自然流路である川によって区切られている。第4

調査区では]11の方向に併行する溝が検出されており、第11次調査においても居住域内を区画していたと

推定される構が検出されている c これらの 1I跡やj曹の検出状況から、祢生時代中期の居住域は、巨視的

には一つの居住域によって構成されており、この広範囲の居住域が、川や講によっていくつか

域に分割されていることが推定されている(伊藤。

中期後半の墓域は北東部(第 8次@第15次@第16次 ω第19次)及び南西部 (3次， 5次。 6次〉の 2ヶ

所に分かれて立地している。いずれも集落の隣接地に位置しているが、集落とは異なる小微高地上に位

置しており、 JIiおよび低地によって集落と隔てられている。

中期の水田については不明な点が多いが、第4次調査において川跡から中期中葉段階の土器に伴う木

製農耕具や、その製作具としての石器の出土が見られることから、有東遺跡において中期中葉から水稲

120 



農耕が開始していた可能性が指摘されている

中期後半の水田の存在を示す遺構として、

第11次調査区において疑似畦畔状遺構による小区画が検出されている。

弥生時代後期以降は居住域のほぼ全域が水田域へと移行し、水田が広範囲に広がる。この水団地の要

因のーっとして、弥生後期の小海道に伴う湿地面積の拡大が生じたことが推定されている〈文献5・平

野 1990.伊藤 1991)。後期におけるこのような水田域の拡大は、鷹/道遺跡やj麗名遺跡など周辺遺跡の

また、有東遺跡の南西側には有東楯子遺跡。登呂遺跡において水田域が新設さ

は連続するものである可能性が高し周辺地域への水田域の拡大

いない(文献5)。中期中葉の確実な水田遺構は検出さ

8次調査区において水田の痕跡が確認されているほか、

いる。

らのi童i誌における

めら多く

守

、，-れている。

いる。に連なるものであることが推定さ

由化により

されてお

を構成するようになる。

その上位で水民

そぞ

され、;コ

いる。を示していると見ら

iffifにおいて郁生後期~古墳前期と

溝状遺構、

、
h
Hノ

第 2面にお

中期中葉~後葉の出

く検出され、出土遺

当」えられる今回の調査地点T

《
日
『

A
〕いて

ている。の石器、

に含

いる)11跡

る可能

における有東遺跡の居住域のらいことから、物jの量も

8 も汽
c: 

.". ，.， 

ズ.ヒ3
ヨと
d 

I;t居住域を区画するられたSD08などコ
担

fv-

hrn'FL 

、
〆

;:'，"ヲ?

さ{，)0 も

と

て:百綿製作iこ3 

の中に集中してお
叫 V

Iーん

col ほとんどにおける石器の出土

L ιJ “主コえらと

している。石器製作に伴ってのほ

が出土しておう、

荒割

出ニ;との石斧51ミ製品に

1) 

出土品について

においても

し

未加ごとの石材も出土レている。ため

乞〉。

ついても

ザ 7 、主主、相、i 壬J

いているものこおいて採集さ

においてi司種の石材

るものであり

は安倍JI!

J 11および薬科]i

守

} 

また、砥石の

に;おいては長尾

ることができる。

ふま石材とし

が推定さ

あり、

たら採集さ

iこ各自おいて必要な石器

てお札J 今回の調査におし¥ても石器製作の道具や未製品 から、〈向土している

ザ

古〉。
J
J」ってしι7こことし、

してしちたと考えら

付近で石材



4 有東遺跡tkiコヒの木製品について

今回出土した木製品 あり、図化した以外にも多量の木製品が出土している。

農具として から出土しており、製作途中の木製最具を土坑内に水を張って

される。第4次調査においても 河川跡から来製品

品が出土しており、広鍬@ などの農具が多く出土していることから、

いる。

において

出されている。

また、木製品

片刃石斧'などの石器も、設、生時代中期中棄に基本的

えられており〈平野、水田域が明確ではないものの、

段階から稲作農耕が開始されていた可能性を示す貴重な

した状態で導入さ

出土状況から見て、

えられ，る。

には明確

など

①扇平

本警の作成にあたっては、 に有益なご指導也こ、助言を賜った。記して を申し上

し、。

(敬称略。五十音JI原) 平野菩郎
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図版 1

遺跡遠景(南より)

調査区近景(北より)
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図版3
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第 1面杭列検出状況(東より)

第 1面粘土ブロック検出状況(東より)
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図版5



図版6

SD13検出状況(北より)

SD14検出状況(東より)
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SK01検出状況(北西より)

SK01完掘状況(北より)
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図版9

SK20検出状況(北より)

SK25検出状況(北より)



図版10

SK29上面検出状況(北より)



図版11 

SK29下面検出状況(南より)

SK30検出状況(東より)



図版12

SK32検出状況(南より)

SR01・02検出状況(南西より)



図版13

中間部ピット群(南より)



図版14

中間部ピット群(北より)

南側ピット群(北より)



図版15

南側ピット群(北東より)

南側ピット群(南西より)



図版16

調査区全景(北より)

調査区全景(南より)
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SD14・SK08・SK29出土土器
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S008. S009・S013出土土器
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S014出土土器(壷)
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SD14出土土器(聾)
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SD14出土土器(底部)
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SK08~SK27 出土土器
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SK28・SK29出土土器
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SR01出土土器(壷1)
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209 210 211 

SR01出土土器(壷2)
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SR01出土土器(聾)
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SR01出土土器(底部)



図版25
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SR02出土土器(壷・聾)
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SR02出土土器(聾・底部)



図版26

340 

370 

遺構外出土土器(壷1)

417 

遺構外出土土器(壷2)
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486 

遺構外出土土器(聾1)
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527 

遺構外出土土器(聾2)



図版29

遺構外出土土器(底部1)

遺構外出土土器(底部2)
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敵石
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砥石 1

砥石2
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砥石3

太型蛤刃石斧



図版33

59 

柱状片刃石斧・乳棒状磨製石斧

肩平片刃石斧



図版34

磨製石鍍・石剣

95 

打製刃器



図版35

石錘

石斧未製品 1
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木製品 1
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図版41

SD08出土遺物

SK08出土遺物
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SK23出土遺物

SK25出土遺物
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SK28出土遺物

SK29出土遺物
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SD14出土遺物

SR02出土遺物
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